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1
はじめに
Dell ™ UPS Local Node Manager® (ULNM) は、停電時、 Dell UPS によ って給電された コ ンピ ュータや
サーバを適切にシ ャ ッ ト ダウ ンする電源保護ソ フ ト ウ ェ アです。 Dell ULNM は、 次の方法によ り
ローカルまたはネ ッ ト ワーク通信経由で情報を取得し ます ：

• Dell UPS USB または RS-232 通信ポー ト

• ウ ェブ /SNMP カード (Dell ™ ネ ッ ト ワーク管理カード H910P、 または NMC と 称し ます）

Dell ULNM 多言語イ ン ターフ ェースは、 イ ン ターネ ッ ト ブラ ウザにア ク セスでき る どんな コ ン
ピ ュータから も接続でき ます。 Dell ULNM 電源保護ソ フ ト ウ ェ アは無料でダウ ン ロード でき ま
す。

図 1 は、 Dell ULNM メ イ ンページを示し ています。

図 1.Dell ULNM メ イ ンページ
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高度な管理
Dell ULNM は、 Dell ™ Multi-UPS Management Console® (MUMC) モニ タ リ ング ソ フ ト ウ ェ アを使用す
る こ と で、 管理、 設定、 更新を遠隔操作でき ます。 Dell MUMC を使用すれば、 Dell ULNM アプ リ
ケーシ ョ ンの大量の設定 ・ 更新が実施でき ます。 Dell MUMC は、 さ らに以下の項目を遠隔操作で
き ます ：

• Dell ULNM リ リ ース 2 の設定表示

•  Dell ULNM リ リ ース 2 （単独） の設定

•  Dell ULNM リ リ ース 2 （複数） の設定の同期

•  Dell ULNM リ リ ース 2 のイ ン ス タ ン ス更新の ト リ ガー

 Dell MUMC は、 無料でダウ ン ロード でき ます。 詳細は、 Dell MUMC ユーザマニュ アルをご参照
く だ さい。

互換性

シ リ アルラ イ ンデバイス

Dell ULNM は以下のシ リ アルラ イ ンデバイ ス と互換性があ り ます （表 1 を参照）。

ネ ッ ト ワークデバイス

Dell ULNM は、 以下のネ ッ ト ワークデバイ ス と互換性があ り ます （ 表 2 を参照）。

表 1.  シ リ アルラ イ ンデバイス

Dell 機器名称 接続タ イプ

500 ワ ッ ト 、 1000 ワ ッ ト 、 1920 ワ ッ ト 、 2300 ワ ッ ト 、 2700 ワ ッ ト
ラ ッ ク / タ ワー

USB または RS-232

浅型高効率オン ラ イ ン 2700 ワ ッ ト USB または RS-232

高効率オン ラ イ ン 3750 ワ ッ ト 、 4200 ワ ッ ト 、 5600 ワ ッ ト USB または RS-232

LI 5600 ワ ッ ト ラ ッ ク USB または RS-232

オン ラ イ ン 10 kW ラ ッ ク USB または RS-232
はじめに 10
  



Dell アプ リ ケーシ ョ ン

Dell ULNM は、 以下のアプ リ ケーシ ョ ン と互換性があ り ます （ 表 3 を参照）。

用語
本節では、 関連用語および定義をご説明し ます。

IP ア ド レス

通信制御プロ ト コル / イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル (TCP/IP) がコ ンピ ュータにイ ン ス ト ールされ
る と、 イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル (IP) ア ド レ スがシステムに割 り 当て られます。 各ア ド レ スは独
自のもので、 それぞれが 0 から 256 まで の 4 つに区分された番号で構成されています。 例 ：
168.8.156.210 

ネ ッ ト ワーク管理システム

ネ ッ ト ワーク管理システム (NMS) は、 TCP/IP ネ ッ ト ワーク に接続された SNMP デバイ ス を管理
し ます。  

表 2.  ネ ッ ト ワークデバイス

Dell 機器名称 ネ ッ ト ワークデバイス タ イプ 

Dell ネ ッ ト ワーク管理カード SNMP/ ウ ェブ H910P UPS オプシ ョ ンカード

表 3.  アプ リ ケーシ ョ ン

Dell 機器名称 アプ リ ケーシ ョ ン タ イプ

 Dell ULNM シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ をホステ ィ ング し て
いる コ ンピ ュータ (Windows® - Linux®)

特長 ：

• ク イ ッ ク スキャン

• スーパービジ ョ ン

• 管理

• シャ ッ ト ダウン

UPS プロ キシ
（シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ）
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ネ ッ ト ワーク ・ シャ ッ ト ダウン ・ モジュール 

ネ ッ ト ワーク ・ シ ャ ッ ト ダウ ン ・ モジ ュールは、 Dell ネ ッ ト ワーク管理カード / プロ キシによ っ
て転送された情報を使用する ソ フ ト ウ ェ アモジュールです。 これは、 コ ンピ ュータユーザに対し
て、 使用中のコ ンピ ュータの給電状況を通知する ための ものです。

UPS からの給電が危険に さ ら されている場合は、 ネ ッ ト ワーク ・ シ ャ ッ ト ダウ ン ・ モジ ュールが
開始され、 最大限安全な条件下で順番に応じ た コ ンピ ュータのシ ャ ッ ト ダウ ンを行います。

RSA アルゴ リズム

公開鍵暗号を暗号化するプロ ト コルのためのアルゴ リ ズムです。 RSA キーは、 素数を伴 う 演算結
果です。 RSA は、 Ron Rivest 氏、 Adi Shamir 氏、 Leonard Adleman 氏の頭文字を表し、 彼らが 1978 
年に公開鍵暗号方式を記述し ま し た。

セキュア ・ ソケ ッ ト ・ レ イヤー

Netscape 社が開発し たセキ ュ ア ・ ソ ケ ッ ト ・ レ イヤー (SSL) は、 イ ン ターネ ッ ト 上で取引を安全
に行 う ための ソ リ ューシ ョ ンです。 SSL はデータ交換の認証のほか、 その機密性と整合性を担保
する通信プロ ト コルです。 このプロ ト コルは定評のあ る暗号方式であ る公開鍵によ る RSA アル
ゴ リ ズムを使用し ます。 SSL はイ ン ターネ ッ ト ・ ウ ェブブラ ウザに組み込まれています。 サーバ
が 情報送信に SSL を使用し ている場合、 お使いのブラ ウザの下部分に南京錠が自動表示されま
す。

伝送制御プロ ト コル / イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル

TCP/IP は、 ト ラ ン スポー ト 層 と ネ ッ ト ワーク層のネ ッ ト ワークおよび通信プロ ト コルシ リ ーズ
です。 ネ ッ ト ワーク通信プロ ト コルのイ ン ターネ ッ ト プロ ト コルス イー ト と し て も知られていま
す。

謝辞
Dell ソ フ ト ウ ェ ア開発チームは、 以下のプロ ジェ ク ト に感謝の意を表し ます ：

• Spider Monkey

• JSMiniNSPR

• Ext JS

• SQLite

– SQLite プロ ジェ ク ト  (http://www.sqlite.org/) からは、 パブ リ ッ ク ド メ イ ンのソース コード
を寛大にご提供いただき、 本プロ ジ ェ ク ト に貢献し ています。

• Open SSL

– 本製品 Dell UPS Local Node Manager (ULNM) は、 OpenSSL ツールキ ッ ト を利用するにあた
り 、 OpenSSL プロ ジェ ク ト によ って開発された ソ フ ト ウ ェ アを含みます 
(http://www.openssl.org/) 。
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– 本製品 DELL ULNM は、 Eric Young 氏が記述し た暗号ソ フ ト ウ ェ アを含みます 
(eay@cryptsoft.com)。  

– 本製品 DELL ULNM は、 Tim Hudson 氏が記述し た ソ フ ト ウ ェエアを含みます 
(tjh@cryptsoft.com)。  

• Lib USB

• Net SNMP

プロ ジェ ク ト の各ラ イセン スの完全版は
設定 > システム > 詳細 の順で選択し て、 Dell ULNM から入手でき ます。
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2
イ ンス ト ール
こ の章では、 Dell UPS Local Node Manager (ULNM) のイ ン ス ト ールの前提条件、 ク イ ッ ク ス ター
ト イ ン ス ト ール手順、 コマン ド ラ イ ン手順および Microsoft Windows と  Linux  OS のためのイ ン ス
ト ール手順を説明し ます。 製品のア イ ン ス ト ール手順も含まれます。

イ ンス ト ールの前提条件
こ のセ ク シ ョ ンでは、 以下のためのイ ン ス ト ールの前提条件を記載し ます。

• をホ ス ト し ている システム Dell ULNM

• ウ ェブベースのグ ラ フ ィ カルユーザーイ ン ターフ ェース （GUI） を表示し ている システム

をホス ト し ているシステム Dell ULNM

表 4. サポー ト し ている OS

OS サービスパッ ク メ ッ セージの
種類

プ ラ ッ ト
フ ォーム

x86 x64

Microsoft Windows

Windows Server® 2012 Windows Server 2012 Standard, Enterprise, 
Datacenter

最新 — •

Windows Server 2011 Microsoft Windows Small Business Server 2011 最新 — •

Windows Server 2008 Windows Server 2008 R2 Standard, Enterprise, 
Datacenter

SP1 — •

Windows Server 2008 R1 Standard, Enterprise, 
Datacenter

SP2 • •

Windows Server 2008 Small Business Server R2 最新 • •

Windows Server 2008 Small Business Server 最新 • •

Windows Server 2003 Windows Server 2003 Standard, Enterprise, 
Datacenter R2

SP2 • •

Windows Server 2003 Standard, Enterprise, 
Datacenter R1

SP1 • •

Windows Small Business Server 2003 Standard, 
Enterprise, Premium R2

最新 • —
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Windows 8 (Enterprise, Premium, Professional, Ultimate, 
Basic)

最新 • •

Windows 7 Windows 7 (Enterprise, Premium, Professional, 
Ultimate, Basic)

SP1 • •

Windows Vista® Windows Vista (Enterprise, Ultimate, Business) SP2 • •

Windows XP® Windows XP Professional SP3 • —

Linux

Red Hat® Enterprise Linux® Red Hat Enterprise Linux 6.4 • •

Red Hat Enterprise Linux 6.3 • •

Red Hat Enterprise Linux 6.2 • •

Red Hat Enterprise Linux 6 U2 • •

Red Hat Enterprise Linux 6 U1 • •

Red Hat Enterprise Linux 5.9 • •

Red Hat Enterprise Linux 5.8 • •

Red Hat Enterprise Linux 5.7 • •

Red Hat Enterprise Linux Advanced Platform 5,4  (
最新ア ッ プデー ト )

U7 • •

Red Hat Enterprise Linux Version 5 U7 • •

Fedora core 18 • •

Fedora core 15 U6 • •

Fedora core 14 • •

SUSE®/Novell® SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2 • •

SUSE Linux Enterprise Server 11 SP1 • •

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP4 • •

SUSE/Novell OpenSuse 12.2 • •

OpenSuse 11,4 SP4 • •

OpenSuse 11,2 • •

Debian® GNU® Linux® Debian 6 (Squeeze) • •

Debian 5 (Lenny) • •

OS サービスパッ ク メ ッ セージの
種類

プ ラ ッ ト
フ ォーム

x86 x64
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Windows システム上で x86-64 アーキテ クチャの場合、 Dell ULNM は、 32 ビ ッ ト 互換モード で動
作し ますが、 これは、 これらのアーキテ クチャのためのネ イ テ ィ ブポー ト が これらのシステムの
ためにつ く られていないこ と を意味し ています。 ただし、 デバイ ス ド ラ イバーなどの必ずそれを
必要とする コ ンポーネン ト を除き ます。

すべてのサポー ト されているプラ ッ ト フ ォームで、 Dell ULNM は、 サービ ス と し て実行され、 シ
ステムの起動時に、 必要なシステムサービ ス （通常ネ ッ ト ワーク） が立ち上がる とすぐに、 自動
的に起動し ます。

これらの特定の仮想環境にイ ン ス ト ールする場合、 それらの環境の手順を説明し ているユーザー
マニ ュ アルの付録を参照し て く だ さい。

Linux パッ ケージは、 標準的な Linux メ カニズムに基づいている ため、 その他の Linux デ ィ ス ト リ
ビ ューシ ョ ン と と もにイ ン ス ト ールおよび使用する こ と ができ ます。 Dell サポー ト でのフ ィ ード
バッ ク / テス ト 、 またはバグレポー ト を歓迎し ています。

リ ス ト は、 すべてを網羅し ているわけではあ り ません。 Dell ULNM は 表 5 に表示されている アー
キテ クチャ と互換性が必要です。

Ubuntu® 12.10 • •

12,04 LTS • •

11,10 • •

10,04 LTS • •

仮想環境

VMware® ESXi 5.1( 有料版のみ ) — •

ESXi 5.0( 有料版のみ ) U1 — •

ESXi 4.1 ( 有料版のみ ) U2 — •

ESX 4,0 ( 有料版のみ ) U4 — •

Microsoft HyperV™ Windows Hyper-V Server 2012 — •

Windows Hyper-V Server 2008 R2 — •

Windows Hyper-V Server 2008 — •

Xen® Citrix XenServer 6.0 • •

Citrix XenServer 5.6 • •

RHEL5 上の OpenSource Xen 2.6 — •

Debian 5 上の OpenSource Xen 3.2 — •

KVM RHEL 6 および Debian 5 上の KVM 0.12.1.2 — •

OS サービスパッ ク メ ッ セージの
種類

プ ラ ッ ト
フ ォーム

x86 x64
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ソ フ ト ウ ェ アの互換性の制限

ネ ッ ト ワーク またはシ リ アルポー ト のア ク セスの競合を避ける ために、 以下をホ ス ト し ているマ
シンに Dell ULNM を イ ン ス ト ールする こ と はでき ません。

• Dell UPS Management Software 

注記 : これは UPS を制御するための以前の Dell ソ フ ト ウ ェ アです。 それを以前使用し ていた場合は、 新し
い Dell ULNM ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする前にそれを削除し て く だ さい。

• Dell ™ Multi-UPS Management Console® Installation and Configuration User’s Guide (MUMC)

ス タ ンバイ構成 （Windows）

構成で コ ン ト ロールパネル > 電源オプシ ョ ンプロパテ ィ の順に進み、 Dell ULNM に対応する よ
う OS のス タ ン ド バイ構成を選択解除する必要があ り ます。 ス タ ンバイ構成にチェ ッ ク を入れる
と、 システムは保護されません。

 注記 : 節電を希望する場合は、 ハイバネーシ ョ ン機能を使用し て く ださい。

ド ラ イバーのイ ンス ト ール

 Dell ULNM は、 すべての必要な ド ラ イバーを イ ン ス ト ールし ます （USB またはシ リ アルによ り 、
Dell に接続し ている と き）。 Windows OS が、 「Windows の更新」 で ド ラ イバーを イ ン ス ト ールし よ
う とする と き、 こ のプロセス をキ ャ ンセルする こ と ができ ます。

ウ ェ ブベースの GUI アクセスのあるシステム

Dell ULNM グ ラ フ ィ カルイ ン ターフ ェースは、 単純なウ ェブブラ ウザを使用し て リ モー ト から ア
ク セスする こ と ができ ます。 こ のイ ン ターフ ェースへのア ク セスは、 SSL 接続を介し て安全に保
たれ、 また ロ グ イ ンおよびパス ワード によ って も安全に保たれます。

 Dell ULNM のグ ラ フ ィ カルイ ン ターフ ェースは、 以下によ り テス ト されています。

• Google® Windows Chrome ™ 17, 19, 25

• Mozilla Firefox® 3,0, 3,5, 12, 13

表 5. サポー ト し ている Linux x86-64 アーキテ クチャ

Linux (x86/x86_64)

Debian GNU Linux Etch, Testing

SUSE/Novell LES 10, OpenSUSE® 10,3

Red Hat Enterprise Linux Fedora ™ core 13

Ubuntu 8,04, 8,10, 9,04, 9,10, 10,10

Mandriva® 2010, 2011

CentOS 5,4, 5,4, 6
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• Mozilla Windows® Firefox 19

• Mozilla Linux Firefox 10 (RedHat)

• Mozilla Linux Firefox 18 (RedHat)

• Microsoft Windows Internet Explorer® 6(*), 7, 8, 9,10 (*) IE6 は動作し ますが、 パフ ォーマン スは
最適ではあ り ません

• Opera ™ 11, 12

• Safari® 5,1

 注記 : 最適なパフ ォーマンスのためには、 Google Chrome 19 か Firefox 12 を推奨し ます。 適切なパ
フ ォーマンスのためには、 Firefox 3、 5 または Internet Explorer 7、 8 を提案し ます。

 注記 : Fedora、 Debian、 OpenSuse および Ubuntu OS に対し て新しい 2013 システム リ リースが予定さ
れています。 検証は Dell ULNM のリ リース時点でサポー ト されている各 OS で利用可能な最新ブラウ
ザと共に行われます。

ク イ ッ クス ター ト イ ンス ト ール
こ のセ ク シ ョ ンには、 ク イ ッ ク ス ター ト イ ン ス ト ール と 構成の説明が含まれます。

グラ フ ィ カルイ ンス ト ール

 Dell ULNM を イ ン ス ト ールする手順

1 Windows 2000/XP/2003/Vista/2008/7 および Linux マシン上で、管理者アカ ウ ン ト で Dell UPS 
Local Node Manager パッ ケージを実行し ます。 ウ ェブブラ ウザに、 Dell UPS Local Node 
Manager イ ン ス ト ーラーのウ ェルカム画面が表示されます。

2 プロ ンプ ト を観察し、 通信デバイ スが接続されている こ と を確認し ます。 次へ を ク リ ッ ク し ま
す （ 図 2 を参照）。 ロ グ イ ン画面が表示されます。
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図 2. ウ ェルカム画面

3 アプ リ ケーシ ョ ンの説明を読みます。 ロ グ イ ン と パス ワー ド を入力し、 [ ロ グ イ ン ] を ク リ ッ ク
し ます （図 3 を参照）。

 注記 : ログイ ンおよびパスワー ドのデフ ォル ト の入力は admin です。

図 3. ログイ ン画面
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設定

起動し た ら、 アプ リ ケーシ ョ ンは以下の UPS の 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 オプシ ョ ンでデ ィ ス カバ
リ を自動的に実行し ます ：

• シ リ アルラ イ ン接続し た UPS (RS-232 または USB) 

RS-232 または USB 接続を通し て接続されている、 発見された UPS は、 自動的に電源と し
て割 り 当て られます。 ステータ スア イ コ ンが ノード リ ス ト ページで自動的に緑色の  に
な り ます （図 4 を参照）。

• 数秒以内にブロード キ ャ ス ト によ り UPS がネ ッ ト ワーク化されます。 「ク イ ッ ク ス キ ャ ン」
は、 Dell ネ ッ ト ワーク管理カード （H910P） などの Web/SNMP カード に対応し ています。

発見されたネ ッ ト ワーク化された UPS は、 電源 と し て自動的に割 り 当て られます。 ノード
を選択し て、 [ 電源と し て設定 ] を ク リ ッ ク し て く ださ い。 ステータ スア イ コ ンが ノード リ
ス ト ページで自動的に緑色の  にな り ます （ を参照）。 図 4

シ ャ ッ ト ダウ ン構成の編集ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます （図 5 を参照）。 今すぐ電
源を構成するか、 または同じ構成ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を表示する 「シ ャ ッ ト ダ ウ ン構成の
編集」 設定を使用する こ と によ り 、 電源を構成する こ と ができ ます。

• 発見された ノード は、 設定 > 自動検索を使用し て、 表示されます （図 4 を参照）。

他の ノ ード については、 「範囲スキ ャ ン」 オプシ ョ ンを使用し て、 IP ア ド レ ス範囲に基づいて発
見を実行し ます。 「範囲のスキ ャ ン」 によ る検索を使用する と、 ネ ッ ト ワーク セグ メ ン ト （サブ
ネ ッ ト ） の外部の ノ ード が検索されます。

（オプシ ョ ン） 設定 > シャ ッ ト ダウンを使用し て、 電源の編集ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を表示し て、
以下を割 り 当てます。

• ローカルコ ン ピ ューターに電力を供給し ている UPS の IP ア ド レ ス （以前の手順ですでに割
り 当て られている場合を除 く ）。

•  設定 > ユーザー リ ス ト を使用し て、 ロ グ イ ンおよびパス ワード の入力によ り 、 ユーザー
にア ク セス権を割 り 当てます。
イ ンス ト ール 20
  



図 4. ク イ ッ クス ター ト  - 自働検索ページ

図 5. ク イ ッ クス ター ト  - シャ ッ ト ダウン構成の編集

操作

表示 > 電源 （オプシ ョ ン） を使用し て、 Dell ULNM を実行し ているサーバーに電力を供給し てい
る UPS の現在の状態を監視し ます ( 図 6 を参照 )。
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図 6. ク イ ッ クス ター ト  - 電源のメ イ ンページ

イベン ト  > イベン ト リ ス ト の表示によ り 、 デバイ スのイベン ト を表示する こ と ができ ます
（図 7 を参照）。
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図 7. ク イ ッ クス ター ト  - イベン ト リ ス ト ページ

Dell ULNM  のアン イ ンス ト ール （標準法）

 Dell ULNM をアン イ ン ス ト ールする標準方法が 2 つあ り ます。

• コ ン ト ロールパネルのプロ グ ラ ム項目の追加 / 削除から、 Dell UPS Local Node Manager Vx.xx
パッ ケージを選択し て、 削除し ます。

• 製品およびカ ス タ ム フ ァ イルを削除する シ ョ ー ト カ ッ ト から アン イ ン ス ト ールこ と も でき ます
（そのア ク シ ョ ンを確定し た場合） ：
ス ター ト  > プログラム Dell > UPS Local Node Manager > Dell UPS Local Node Manager のアン
イ ンス ト ール

注記 : この操作で、 選択し たデータベース と カス タムフ ァ イルを削除する こ とができます。
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 Dell ULNM のイ ンス ト ール / アン イ ンス ト ール （コマン ド ラ イ ン）

グ ラ フ ィ カルイ ン ターフ ェースの使用に関わらず、 グループで ソ フ ト ウ ェ アを展開する ためにコ
マン ド ラ イ ンから製品を イ ン ス ト ールまたはアン イ ン ス ト ールする こ と ができ ます。 こ の方法を
採用する と、 コマン ド ラ イ ンから保護設定を構成する機能を提供し ます。

• 以下のコマン ド を使用し て、 利用可能な コマン ド オプシ ョ ンの詳細を表示する こ と ができ ま
す。

– <packageName> -help

– <packageName> [COMMAND] [OPTION]...

• 利用可能な コマン ド は以下の通 り です。

– -install      イ ン ス ト ール / ア ッ プグレード 処理を起動し ます （デフ ォル ト ）

– -uninstall    手順を起動し、 アプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ン ス ト ールし ます。

• 利用可能なオプシ ョ ンは以下の通 り です。

– -debug        コ ン ソールのデバ ッ グ情報を表示し ます。

– -silent       アプ リ ケーシ ョ ンをサイ レ ン ト イ ン ス ト ールし ます。

• 以下のイ ン ス ト ールフ ォルダにア ク セス し ます。

– -dir <installPath>

• 電源設定は以下で行います。

-sdn <login>:<password>@<address>,<loadSegment>,

<shutdownDuration>,<shutdownTimer>,<shutoffControl>

例

Dell ULNM を C:\Program Files\MyFolder にサイ レ ン ト イ ン ス ト ールする方法 ：

<packageName> -install -silent -dir "C:\Program Files\MyFolder" 
-sdn admin:admin@192.168.100.101,1,120,-1,1

Dell ULNM はシ ャ ッ ト ダウ ン機能パラ メ ータ と共にイ ン ス ト ールし ます。

• 電源 ： 192.168.100.101

• ロ グ イ ン ： admin

• パス ワード ： admin

• 負荷セグ メ ン ト ： 1 （マス ター）

• シ ャ ッ ト ダウ ン持続時間 ： 120 秒

• シ ャ ッ ト ダウ ン タ イ マー ： -1 （な し）

• シ ャ ッ ト オフ コ ン ト ロール ： 1 （有効）

イ ン ス ト ールが完了し た ら、 以下の URL でウ ェブブラ ウザを開き ます。
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http://<host>:4679/、 こ こ において <host> は、 Dell ULNM をホ ス ト し ているマシンのホ ス ト 名ま
たは IP ア ド レ スです。

Windows のイ ンス ト ール

グラ フ ィ カルイ ンス ト ール

 Dell ULNM を イ ン ス ト ールする手順

1 管理者アカ ウ ン ト で Dell UPS Local Node Manager パッ ケージを実行し ます。 ウ ェブブラ ウザ
に、 Dell UPS Local Node Manager イ ン ス ト ーラーのウ ェルカム画面が表示されます。

2 プロ ンプ ト を観察し、 通信デバイ スが接続されている こ と を確認し ます。 次へ を ク リ ッ ク し ま
す （ 図 8 を参照）。

図 8. ウ ェルカム画面

3 アプ リ ケーシ ョ ンの説明を読みます。 ロ グ イ ン と パス ワー ド を入力し、 [ ロ グ イ ン ] を ク リ ッ ク
し ます （図 9 を参照）。

注記 : ログイ ンおよびパスワー ドのデフ ォル ト の入力は admin です。
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図 9. ログイ ン画面

注記 : ブラウザが予定通り開かない場合は、 手動で起動し て、 http://127,0.0,1:4679/ をポイ ン ト させます。

サイ レン ト イ ンス ト ール

サイ レ ン ト イ ン ス ト ールは、 コマン ド ラ イ ンモード で実施されます （ユーザーと のや り と り な
し）。

 Dell ULNM を イ ン ス ト ールする手順

1 コマン ド ラ イ ンプロ ンプ ト で、 以下を入力し ます。
<Dell ULNM package name> -install -silent 

2 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 以下の URL でウ ェブブラ ウザを開き ます。 URL:
http://<@IP>:4679/ （こ こ において <@IP> は Dell ULNM をホ ス ト し ているマシンの IP ア ド レ ス
です）

以下の構成の メ モを参照し ます。

• 電源の IP ア ド レ ス を構成するには、 Dell Multi-UPS Management Console® （Dell MUMC） マス構
成機能を使用する こ と ができ ます。

• コマン ド ラ イ ンを使用し て、 電源を設定する こ と も でき ます。
<DELL ULNM package name> -install -silent -sdn 
<login>:<password>@<address>,<loadSegment>,<shutdownDuration>,
<shutdownTimer>,<shutoffControl>

• -help オプシ ョ ンで、 さ まざまな利用可能なオプシ ョ ンについて説明し ています （ 図 10 を参
照）。
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図 10. コマン ド ラ イ ン イ ンス ト ールオプシ ョ ン

イ ンス ト ールの結果

古いバージ ョ ンをア イ ン ス ト ールせずに新しい Dell ULNM リ リ ース を イ ン ス ト ールする場合、
データベース と製品設定を維持し ます。

• イ ン ス ト ールの終わ り に、 グループ内に以下のシ ョ ー ト カ ッ ト が作成されます。 ス ター ト  > プ
ログラムフ ァ イル > Dell > UPSLocal Node Manager 

–  Dell UPS Local Node Manager を開 く ： メ イ ン Dell UPS Local Node Manager のグ ラ フ ィ カル
ユーザーイ ン ターフ ェース を起動し ます

–  Dell UPS Local Node Manager を開始 ： サービ ス を開始し ます

– Dell UPS Local Node Manager を停止 ： サービ ス を停止し ます

–  Dell UPS Local Node Manager をアン イ ンス ト ール : プロ グ ラ ムをアン イ ン ス ト ールし ます

• 「Dell UPS Local Node Manager」 と 呼ばれるサービ ス も また、 Database Acquisition Engine のため
に作成されます。

– こ のサービ スは、 マシンの起動時に自動的に開始し ます。

– こ のサービ スは、 ウ ェブイ ン ターフ ェース を提供し ます。

• システム ト レ イ ア イ コ ンは、 ローカルコ ンピ ュータにア ラームを表示し ます。 こ のア イ コ ンを
右ク リ ッ ク し、 Windows ス ター ト メ ニューと 同じ シ ョ ー ト カ ッ ト を表示し ます。
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Linux のイ ンス ト ール
Dell ULNMLinux 用は、 ネ イ テ ィ ブパッ ケージ形式 （.deb または .rpm） と コマン ド ラ イ ン イ ン
ターフ ェース （CLI） 用汎用イ ン ス ト ーラーの両方で利用可能です。

Red Hat、 Suse、 Mandriva、 または派生システム上でのネイテ ィ ブイ ンス ト ール

グラ フ ィ カルイ ンス ト ール

グ ラ フ ィ ク によ り イ ン ス ト ールする手順 ：

1  Dell UPS Local Node Manager.rpm パッ ケージをダブルク リ ッ ク し ます。

2 ルー ト パス ワード のためのシステムプロ ンプ ト 。 ルー ト パス ワード を入力し ます。 システム
は、 図 11 に示す Red Hat のパッ ケージ イ ン ス ト ーラーなどのグ ラ フ ィ カルフ ロ ン ト エン ド を
起動し ます。

図 11.Linux RPM グラ フ ィ カルパッ ケージ

コ マン ド ラ イ ンのイ ンス ト ール

コマン ド ラ イ ンから イ ン ス ト ールする手順 ：

1 コマン ド ラ イ ンプロ ンプ ト で、 以下のコマン ド （ルー ト と し て） を入力し ます。

$ rpm -i ulnm-linux_X.Y.Z.rpm

コマン ド ラ イ ン イ ン ス ト ールの例 ：
$ rpm -ivh ulnm-linux-0.01.003-1.i386.rpm

Preparing...     ########################################### [100%]

   1:ulnm-linux  ########################################### [100%]

2 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 以下の URL でウ ェブブラ ウザを開き ます。

http://<@IP>:4679/ （<@IP> は、 Dell ULNM をホ ス ト し ているマシンの IP ア ド レ スです）
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Debian または派生システム上でのネイテ ィ ブイ ンス ト ール

前提条件

Debian （Lenny） 上には、 デフ ォル ト のグ ラ フ ィ カルイ ン ス ト ーラーはあ り ません。

コマン ド ラ イ ン イ ン ス ト ールを使用するか、 パッ ケージ 「gdeb」 および 「gdebi」 を イ ン ス ト ール
し て、 現在の手順を完了でき る よ う にグ ラ フ ィ カルセ ッ シ ョ ンを再起動し ます。

注記 : これは既知の Debian のバグで、 Debian バグ追跡システム （http://bugs.debian.org/585183） に登録さ
れています

グラ フ ィ カルイ ンス ト ール

グ ラ フ ィ ク によ り イ ン ス ト ールする手順 ：

1 Dell UPS Local Node Manager.deb パッ ケージをダブルク リ ッ ク し ます。

2 システムがルー ト パス ワー ド の入力を求め、 次に図 12 に示す Gdebi などのグ ラ フ ィ カルフ ロ ン
ト エン ド を起動し ます。

図 12.Dell ULNMLinux GDB グラ フ ィ カルパッ ケージイ ンス ト ーラー

3  パッ ケージのイ ンス ト ールを ク リ ッ ク し ます。

4 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 アプ リ ケーシ ョ ン > Dell > UPS Local Node Manager > 開 く
（Gnome ™で） メ ニューを開き、 本文書の構成の章の説明に従います。
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コ マン ド ラ イ ンのイ ンス ト ール

コマン ド ラ イ ンから イ ン ス ト ールする手順 ：

1 コマン ド ラ イ ンプロ ンプ ト で、 以下のコマン ド （ルー ト と し て） を入力し ます。

$ dpkg -i ulnm-linux_X.Y.Z.deb

コマン ド ラ イ ン イ ン ス ト ールの例 ：

$ dpkg -i ulnm-linux_0,01.003-1_i386.deb 

（データベース を読み込んでいます ... 352242 のフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ が現在イ ン ス ト ー
ルされています。）

ulnm-linux 0,01.003 の交換する準備中 （ .../ulnm-linux_0,01.003-1_i386.deb を使用） ...

交換 ulnm-linux の復元中 ...

ulnm-linux (0,01.003) の設定中 ...

2 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 以下の URL でウ ェブブラ ウザを開き ます。

http://<@IP>:4679/ （<@IP> は、 Dell ULNM をホ ス ト し ているマシンの IP ア ド レ スです）

Linux 上での一般的なイ ンス ト ール

システムが Red Hat (.rpm) または Debian (.deb) に由来し ていない場合、 汎用パッ ケージを使用し
て、 Dell ULNM を イ ン ス ト ールする こ と ができ ます。

注記 : この方法は、 コマン ド ラ イ ンでのみサポー ト されています。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブモード でコマン ド ラ イ ンから イ ン ス ト ールする手順 ：

1 汎用イ ン ス ト ーラーがあ る場所から以下のコマン ド を使用し ます （ルー ト と し て）。
$ ulnm-linux-0x_0x_000x-i386 -install

2 サイ レ ン ト イ ン ス ト ールの場合、 「silent」 パラ メ ーターを追加し ます （ルー ト と し て）。

$ ulnm-linux-0x_0x_000x-i386 -install -silent

3 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 以下の URL でウ ェブブラ ウザを開き ます。

http://<@IP>:4679/ （<@IP> は、 Dell ULNM をホ ス ト し ているマシンの IP ア ド レ スです）
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Linux  のアン イ ンス ト ール Dell ULNM
ネ イ テ ィ ブパッ ケージを選択し た場合、 優先パッ ケージの管理アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、
「ulnm-linux」 パッ ケージを削除 （アン イ ン ス ト ール） する こ と ができ ます。

コマン ド ラ イ ンから同じ こ と を行な う こ と もでき ます。

例 :

• Red Hat および派生製品上で以下を使用し ます。

$ rpm -e ulnm-linux

• Debian および派生製品上で以下を使用し ます。

$ dpkg -r ulnm-linux

注記 : ネイテ ィ ブ .deb または .rpm パッ ケージをアン イ ンス ト ールし た後、 技術的制約のためユーザーの構
成とデータは削除されません。 

• これら を完全に削除し たい場合は、 以下のコマン ド を使用し ます （ルー ト と し て）。

$ rm -rf /usr/local/Dell/UPSLocalNodeManager

• 汎用イ ン ス ト ーラーを選択し た場合は、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブアン イ ン ス ト ールのために以下のコ
マン ド を使用し ます （ルー ト と し て）。

$ /installation/path/mc2 -uninstall

• サイ レ ン ト イ ン ス ト ールの場合、 「silent」 パラ メ ーターを追加し ます （ルー ト と し て）。

$ /installation/path/mc2 -uninstall -silent

製品のア ッ プグレー ド
旧 リ リ ース をア イ ン ス ト ールせずに新しい Dell ULNM   リ リ ース を イ ン ス ト ールする場合、 旧 リ
リ ースのデータベース と製品情報が維持されます。
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3
設定
本章では Dell UPS Local Node Manager (ULNM) の設定方法についてご説明し ます。

USB/ シ リ アル経由で接続された UPS の検出
1 予め作成されたシ ョ ー ト カ ッ ト よ り 、 Dell UPS Local Node Manager の メ イ ンのグ ラ フ ィ カ

ル ・ イ ン ターフ ェース を起動し ます。

2 設定 -> 自動検出の メ ニューア イ テムを ク リ ッ ク し ます。

3 RS-232 または USB 経由で接続されて最初に検出された UPS が、 電源 と し て自動的に割 り 当て
られます。 図 13 に示すよ う に、 緑のステータ スシンボル  によ って電源を識別し ます。

注記 : 電源の設定時、 構成が無事に終了する と アイ コ ンが緑にな り、 通信に障害がある とグレーにな り
ます。

図 13.Dell ULNM UPS の検出

ネ ッ ト ワーク接続された ノ ー ドの検出
 設定 > 自動検出よ り 、 次の検出方法がご利用いただけます ：

• 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 （アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 自動実行されます）

• 「レ ンジス キ ャ ン」

• 「ア ド レ ス スキ ャ ン」
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ノ ード検出の際には、 以下の操作上の注意事項が適用されます ：

• 各ネ ッ ト ワーク ノー ド （Dell ネ ッ ト ワーク管理カード 等） は、 自動検出で入力し た範囲内で有
効な IP ア ド レ ス （または DNS 名） を有し ていなければな り ません。  “ 互換性 ” ページ 10 の互
換性の一覧を参照し て く ださ い。

•  Dell ULNM は自動的にア ラームを受信し ます （通知またはポー リ ング経由）。

• 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 の リ ク エス ト は、 4679 IANA の専用ポー ト および 69 標準 TFTP ポー ト 上
のブロード キ ャ ス ト フ レームです。 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 の操作を使用すれば、 ブロード キ ャ
ス ト で次のウ ェブ /SNMP カード を数秒以内に検出し ます。

• ネ ッ ト ワーク セグ メ ン ト 以外の ノード については、 「レ ンジスキ ャ ン」 オプシ ョ ンを使用し て 
IP ア ド レ スの範囲に基づいて検出を実行し ます。

• 「ア ド レ ス スキ ャ ン」 は単一のア ド レ ス を ス キ ャ ン し ます。

• （ネ ッ ト ワーク） 経由接続で検出された UPS は、 いずれも自動的に電源 と し て割 り 当て られま
せん。 ノ ード を選択し、 電源と し て設定のボ タ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

• 電源が設定される と 、 シ ャ ッ ト ダウ ン設定の編集 と い う ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが自動的に開き ま
す。

シ ャ ッ ト ダウン
Dell ULNM は、 USB/ シ リ アルまたはネ ッ ト ワーク （ウ ェブ / SNMP カード ） 経由で取得する方
法によ り 、 ローカルコ ンピ ュータ を適切にシ ャ ッ ト ダウ ンする こ と ができ ます。

シ ャ ッ ト ダウ ンの設定オプシ ョ ンへの接続方法 ：

1  管理者ユーザのプロ フ ィ ールでロ グ イ ン し ます。

2 設定 > シ ャ ッ ト ダウンを選択し ます。 シ ャ ッ ト ダ ウ ンのページが表示されます （ 図 14 を参
照）。
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図 14. シャ ッ ト ダウンページの USB/ シ リ アル電源

以下の設定オプシ ョ ンがシ ャ ッ ト ダウ ンのページ右側パネルに表示されます。

• 電源の編集

• シ ャ ッ ト ダウ ンの設定編集

• 高度なシ ャ ッ ト ダウ ン基準の編集

• テス ト 接続

• テス ト シ ャ ッ ト ダウ ン

注記 : UPS シャ ッ ト オフオプシ ョ ンの設定を確認し、 予期された動作に確実になるよ う にし ます。 「UPS 
シャ ッ ト オフ」 オプシ ョ ンを有効にする と、 シャ ッ ト ダウンシーケンステス ト によ り UPS は完全に
シャ ッ ト ダウン し ます （図 15 参照）

図 15. テス ト シャ ッ ト ダウン警告メ ッ セージ

• バッ テ リ ーテス ト の実行 ： バッ テ リ ーテス ト は以下の状態の場合起動し ます。

– バッ テ リ ーが静止モード であ る こ と 。

– 負荷が 25% を超えている こ と。
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• 以下の状態にあ る場合、 UPS ア ッ プグレード ツールを実行し ます （ 図 16 参照）

– ソ フ ト ウ ェ アにおいて電源が設定されている。

– Dell UPS Upgrade Tool がオペレーテ ィ ングシステムにイ ン ス ト ールされている。

• 以下の状態において UPS Logs Extraction Tool を実行し ます。

– ソ フ ト ウ ェ アにおいて電源が設定されている。

– Dell UPS Logs Extraction Tool がオペレーテ ィ ングシステムにイ ン ス ト ールされている。

– シ リ アル接続を使用し た UPS と の通信。

– サポー ト されている OS の リ ス ト にあ る、 Windows オペレーテ ィ ングシステムにイ ン ス ト ー
ルされている。

注記 : Dell UPS が USB を使用し て接続されている場合、 またはソ フ ト ウ ェ アが Linux オペレーテ ィ ングシ
ステム上で実行されている場合 （「Dell UPS Logs Extraction Tool」 にサポー ト されていない、 ボタ ンは
無効にな り ます。

図 16.UPS Upgrade Tool をシャ ッ ト ダウンパネルで実行する

電源

電源の設定方法 ：

1  管理者ユーザのプロ フ ィ ールでロ グ イ ン し ます。

2 設定 > シ ャ ッ ト ダウンを選択し ます。 シ ャ ッ ト ダ ウ ンのページが表示されます。

注記 : UPS 履歴ログは Run Log UPs extraction tool の実行を ク リ ッ ク し て検索する こ とができます。

3 電源の編集を ク リ ッ ク し ます。 電源の編集のダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます （ 図 17 を参
照）。
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図 17. 電源の編集のダイアログボ ッ クス

1 電源の項目で、 Dell ULNM をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータに給電する UPS を選択し
ます。

注記 : この設定は、 設定 > 自動検出 > 電源と し て設定にアクセスする方法でも設定できます。

2 必要に応じ てパラ メ ータ を変更し ます。

3  保存を ク リ ッ ク し ます。

電源のパラ メ ータ

こ の電源の値は Dell ULNM をホステ ィ ング し ている コ ンピ ュータに給電する UPS の IP ア ド レ スで
す。

遮断のパラ メ ータ

こ の負荷セグ メ ン ト の値は、 Dell UPS Local Node Manager をホ ステ ィ ング し ているサーバへ給電
する負荷セグ メ ン ト です。

警告 : USB 接続経由やシャ ッ ト ダウン ・ コ ン ト ローラモー ド では使用できません。

注記 :  「マス ター」 が選択されている場合、 すべての UPS のスイ ッ チが OFF にな り ます。

接続パラ メ ータ 

接続パラ メ ータは、 ネ ッ ト ワーク経由で電源が管理されている場合に使用し ます。

電源がイーサネ ッ ト カード （Dell ネ ッ ト ワーク管理カード  H910P） の場合、 ロ グ イ ン名 と パス
ワード が必要です。 これは、 シ ャ ッ ト ダウ ン時間の値を変更する と き など、 Dell ULNM と  Dell 
ウ ェブ /SNMP カード 間の設定を同期させる ためのものです。

注記 : この同期が行われない場合、 電源関連イベン ト の際にシステムに矛盾し た指令が生じ ます。 電源が、
シャ ッ ト ダウン ・ コ ン ト ローラ機能がアク テ ィ ブになっている別の Dell ULNM の場合、 ログイ ン名と
パスワー ドが必須です。 ログイ ンは 「管理者」 アカウン ト で行って く だ さい。
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シャ ッ ト ダウンの設定編集

シ ャ ッ ト ダウ ンパラ メ ータの設定方法 ：

注記 : 電源を設定する と、 「シャ ッ ト ダウンの設定編集」 のウイ ン ド ウが自動的に開きます。

1  管理者ユーザのプロ フ ィ ールでロ グ イ ン し ます。

2 設定 > シ ャ ッ ト ダウンを選択し ます。 シ ャ ッ ト ダ ウ ンのページが表示されます。

3  シャ ッ ト ダウ ンの設定編集を ク リ ッ ク し ます。 シ ャ ッ ト ダ ウ ンの設定編集のダ イ ア ロ グボ ッ ク
スが表示されます （図 18 を参照）。

4 必要に応じ てパラ メ ータ を変更し ます。

5 保存を ク リ ッ ク し ます。

図 18. シャ ッ ト ダウン設定の編集ダイアログボ ッ クス

シャ ッ ト ダウン ・ タ イマー ［オプシ ョ ン］

主電源に障害が発生し てから UPS のシ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン スが開始される までの時間周期
です。

シャ ッ ト ダウン時間

「今すぐ シ ャ ッ ト ダウ ンする」 コマン ド から、 コ ンピ ュータがシ ャ ッ ト ダウ ンプロセス を完了し
た時点までの所要時間です。

シャ ッ ト ダウンのタ イプ

ご使用のオペレーテ ィ ング ・ システムの休止状態 （デフ ォル ト ・ オプシ ョ ン） に関し て、 こ の機
能 （Windows 2000 以上から利用可） には多 く の メ リ ッ ト があ る ため、 利用可能な場合にはお使い
にな る こ と をお勧めし ます。 システムがシ ャ ッ ト ダウ ンする と、 進行中の作業やシステム情報の
一切が自動的にデ ィ ス ク に保存されます。 コ ンピ ュータの電源も OFF にな り ます。 主電源が復
旧し た と き、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンが復旧前 と ま った く 同じ状態に再起動し、 ユーザは作業
環境に戻る こ と ができ ます。
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休止状態の機能は、 オペレーテ ィ ング ・ システム上で最初から有効になっている こ と が前提で
す。 Windows のコ ン ト ロールパネルにあ る電源オプシ ョ ンで、 「休止状態」 のタブにあ る 「休止
状態を有効にする」 にチェ ッ ク を入れて く だ さい。

注記 : 休止状態を選択し たが、 ご使用のコ ンピ ュータ で機能し ない場合でも、 Dell ULNM が、 通常 （デフ ォ
ル ト ） のシャ ッ ト ダウンを実行する こ と でイ ンス ト ールを保護し ます。 再起動し ても同じ条件の場合、
一度シャ ッ ト ダウン し、 BIOS コ ンピ ュータ設定を参照し て く だ さい。 Windows Vista に関し ては、 本
マニュアルの ト ラ ブルシューテ ィ ングの節をご参照 く だ さい。

シャ ッ ト ダウン

こ のオプシ ョ ンは、 ご使用のアプ リ ケーシ ョ ンやシステムをシ ャ ッ ト ダウ ン し ますが、 コ ン
ピ ュータの電源は維持されます。 ユーザは、 このシステムでコ ン ピ ュータの電源を OFF にする
選択肢があ り ます。 その場合、 UPS がほ と んどのコ ンピ ュータの電源を ON にし ます。 これは、
主電源が戻 り 次第サーバを再開させたい場合に必要と な る設定です。

電源 OFF

こ のオプシ ョ ンは、 ご使用のアプ リ ケーシ ョ ンやシステムをシ ャ ッ ト ダウ ン し、 コ ン ピ ュータの
電源を OFF にし ます。 こ の設定は、 システムをすぐに再起動し たい場合や負荷遮断を し たい場
合にお勧めし ます。

スク リ プ ト

こ のオプシ ョ ンは、 お客様独自のシ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン ス を作成する ために使用でき る カス
タ ム ス ク リ プ ト に基づき、 シ ャ ッ ト ダウ ンを管理し ます。 Windows の標準シ ャ ッ ト ダウ ン コマン
ド を統合する こ と ができ ます。

注記 : Windows のコマン ド ラ イ ンシ ェルで さ らにシャ ッ ト ダウン /? の情報を検索し て く ださい。 シャ ッ ト
ダウン ・ スク リ プ ト ： スク リ プ ト の絶対パス

コ ンセン ト 遮断の有効化

こ のオプシ ョ ンを使用する と、 Dell UPS Local Node Manager はコ ンセン ト に遮断遅延のコマン ド
を送信し ます。 こ の遅延コマン ド はシ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン スの開始時点に UPS に送信され、
これ以降はシ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン ス を元に戻すこ と ができ な く な り ます。 UPS のコ ンセン ト
は、 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン スが終了し た時点で遮断されます。

シャ ッ ト ダウン ・ シーケンス ・ ト リ ガー

商用電源に障害が発生する と、 次の 2 つの条件の う ちいずれか早い方が到達し次第、 シ ャ ッ ト ダ
ウ ン ・ シーケン スが開始されます ： 

•  シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イ マー （設定済の場合） の到達後。

•  Dell ネ ッ ト ワーク管理カード または UPS のシ ャ ッ ト ダウ ン基準が到達し た と き。 図 19 に示す
よ う に、 こ の決定は多 く の基準に準じ ます。
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図 19. シャ ッ ト ダウン ・ シーケンス

高度なシャ ッ ト ダウン基準の編集

高度なシ ャ ッ ト ダウ ン基準の編集方法 ：

1  管理者ユーザのプロ フ ィ ールでロ グ イ ン し ます。

2 設定 > シ ャ ッ ト ダウンを選択し ます。 シ ャ ッ ト ダ ウ ンのページが表示されます。

3  高度なシャ ッ ト ダウ ン基準の編集を ク リ ッ ク し ます。 高度なシ ャ ッ ト ダ ウ ン基準の編集のダ イ
ア ロ グボ ッ ク スが表示されます （ 図 20 を参照）。

4 必要に応じ てパラ メ ータ を変更し ます。

5 保存を ク リ ッ ク し ます。
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図 20. 高度なシャ ッ ト ダウン基準の編集のダイアログボ ッ クス

基準の定義

シ ャ ッ ト ダウ ンの基準が到達し ます （デフ ォル ト で有効） ： これは 「時間ベースの基準」 および
「UPS の低バッ テ リ レベル基準」 が勘案された標準シ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン スです。

障害アラーム

以下のイベン ト リ ス ト からひとつ以上のイベン ト を選択する こ と も可能です。 これらのイベン ト
が選択される と、 発生し た順序に従ってシ ャ ッ ト ダウ ンが即時実行されます ：

• UPS の障害 （内部障害またはバ ッ テ リ 障害）

• UPS の過負荷

• バイパスによ る出力

• 通信障害

注記 : 仮想電源 （冗長構成） を使用し ている場合、 以下の基準のみ使用する こ とができます ： シャ ッ ト ダ
ウン基準が到達する、 冗長性の喪失、 および保護の切断。

UPS の設定編集

UPS の設定編集方法 ：

1  管理者ユーザのプロ フ ィ ールでロ グ イ ン し ます。

2 設定 > シ ャ ッ ト ダウンを選択し ます。 シ ャ ッ ト ダ ウ ンのページが表示されます。

3 UPS の設定編集を ク リ ッ ク し ます。 UPS の設定編集のダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます （ 
図 21 を参照）。

4 必要に応じ てパラ メ ータ を変更し ます。
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5 保存を ク リ ッ ク し ます。 

図 21.UPS の設定編集のダイアログボ ッ クス

UPS の設定ダ イ ア ロ グボ ッ ク スは、 USB またはシ リ アル経由で接続された一部の UPS で利用可
能です。 それ以外では、 ネ ッ ト ワーク経由または UPS がこ の機能をサポー ト し ていない場合、
パラ メ ータは 「読み取 り 専用」 と し て表示されます。

以下の UPS パラ メ ータ を設定でき ます ： 

• 低バッ テ リ ア ラーム レベル

• 負荷セグ メ ン ト の再起動の遅延

• ア ラーム音

テス ト 接続

テス ト 接続は、 ロ グ イ ン名 と パス ワード が正し く 設定されているかチェ ッ ク し ます。 これによ
り 、

• Dell ULNM が、 カード上でシ ャ ッ ト ダウ ン設定を更新する こ と ができ ます。

• Dell ULNM が、 Dell ULNM シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラに遠隔接続でき ます。

テス ト シャ ッ ト ダウン

テス ト シ ャ ッ ト ダウ ンは、 Dell ULNM のパラ メ ータに従ってシ ャ ッ ト ダウ ンプロセス を開始し ま
す。

警告 : このアクシ ョ ンは、 UPS 切断を含む全シャ ッ ト ダウン ・ シーケンスを起動し ます。
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シ ャ ッ ト ダウンの使用ケース
様々なアーキテ クチャに従って、 お客様のニーズに応じ たシ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン ス を適切に
設定するのに役立つ、 典型的な使用ケース をい く つかご説明し ます。

アーキテ クチャ 1 

本節では、 USB/ シ リ アル経由でローカルに接続された UPS に関する シ ャ ッ ト ダウ ンの使用ケー
ス をご説明し ます （図 22 を参照）。

図 22. アーキテ クチャ 1 の概要

使用ケース 1

 Dell ULNMNo.1 をホ ステ ィ ング し ているお客様のコ ンピ ュータ を よ り 長 く 存続させたい。

• これはデフ ォル ト の Dell ULNMNo.1 の設定です。 図 23 は こ の Dell ULNM デフ ォル ト 設定を示
し ています。 設定 > シャ ッ ト ダウン > シャ ッ ト ダウンの設定編集よ り 利用可能です。

図 23. シャ ッ ト ダウンの設定編集のダイアログ
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使用ケース 2

バッ テ リ のバッ ク ア ッ プタ イ ムを節約する ために、 負荷遮断を実行し たい。 お使いのコ ンピ ュー
タ を事前に設定し た時間の経過後に停止し たい。

•  Dell ULNMNo.1 のシ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イ マー値を設定し ます。 こ の設定パラ メ ータは、 設定 > 
シ ャ ッ ト ダウン > シャ ッ ト ダウンの設定編集よ り 利用可能です。

アーキテ クチャ 2

本節では、 ウ ェブ SNMP カー ド経由でネ ッ ト ワーク接続された UPS に関する シ ャ ッ ト ダウ ンの
使用ケース をご説明し ます （図 24 を参照）。

図 24. アーキテ クチャ 2 の概要

使用ケース 1

すべてのコ ンピ ュータ を よ り 長 く 存続させたい。

• これは Dell ULNM と  Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド のデフ ォル ト 設定です。

– Dell ULNM デフ ォル ト 設定は 
設定 > シ ャ ッ ト ダウン > シ ャ ッ ト ダウン設定の編集よ り 利用可能です。

– Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド デフ ォル ト シ ャ ッ ト ダ ウ ン設定は 
UPS > シ ャ ッ ト ダウン設定 よ り 利用可能で、 図 25 に示されています。
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図 25.Dell UPS マネージ メ ン ト カー ドのウ ェ ブイ ン ターフ ェース

使用ケース 2

バッ テ リ のバッ ク ア ッ プタ イ ムを節約する ために、 事前に設定し た時間の経過後にすべてのコ ン
ピ ュータ を停止し たい。

•  Dell ネ ッ ト ワーク管理カード で、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン基準を設定し ます。

– Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド シ ャ ッ ト ダ ウ ン設定は 
UPS > シ ャ ッ ト ダウン設定 よ り 利用可能です。

注記 : この場合、 コ ンピ ュータの自動再起動が担保されます。

使用ケース 3

 Dell ULNMNo.2 をホ ステ ィ ング し ている特定のコ ンピ ュータで、 負荷遮断を実行し たい。 Dell 
ULNMNo.2 をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータ を、 事前に設定し た時間の経過後に停止し た
い。

•  Dell ULNMNo.2 では、 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イマーの値を設定し ます。

– こ の設定パラ メ ータは
設定 > シ ャ ッ ト ダウン > シ ャ ッ ト ダウンの設定編集よ り 利用可能です。

注記 : この場合、 Dell ULNMNo.2 をホステ ィ ングし ている コ ンピ ュータの自動再起動は担保されません。

注記 : 使用ケース 3 は、 使用ケース 1 と 2 との組み合わせが可能です。
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 アーキテ クチャ 3

本節では、 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ経由でネ ッ ト ワーク接続された UPS に関する シ ャ ッ
ト ダウ ンの使用ケース をご説明し ます （図 26 を参照）。

図 26. シャ ッ ト ダウンの使用ケース － アーキテ クチャ 3 の概要

使用ケース 1

すべてのコ ンピ ュータ を よ り 長 く 存続させたい。

•  シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ Dell ULNMNo.1 と その他の Dell ULNM のシ ャ ッ ト ダウ ンのデ
フ ォル ト 設定です。

– Dell ULNM デフ ォル ト 設定は 
設定 > シ ャ ッ ト ダウン > シ ャ ッ ト ダウン設定の編集よ り 利用可能です。

使用ケース 2

バッ テ リ のバッ ク ア ッ プタ イ ムを節約する ために、 事前に設定し た時間の経過後にすべてのコ ン
ピ ュータ を停止し たい。

• Dell ULNMNo.1 （シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ） で、 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イマーの値を設定
し ます。

– こ の設定パラ メ ータは
設定 > シ ャ ッ ト ダウン > シ ャ ッ ト ダウンの設定編集よ り 利用可能です。

注記 : この場合、 すべてのコ ンピ ュータの自動再起動が担保されます。

使用ケース 3

Dell ULNMNo.2 をホ ステ ィ ング し ている特定のコ ン ピ ュータの負荷遮断を実行し たい （Dell 
ULNMNo.2 をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータ を事前に設定し た時間の経過後に停止し たい）。
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•  Dell ULNMNo.2 では、 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イマーの値を設定し ます。

• こ の設定パラ メ ータは
設定 > シ ャ ッ ト ダウン > シ ャ ッ ト ダウンの設定編集よ り 利用可能です。

注記 : この場合、 Dell ULNMNo.2 をホステ ィ ングし ている コ ンピ ュータの自動再起動は担保されません。

注記 : 使用ケース 3 は、 使用ケース 1 と 2 との組み合わせが可能です。

使用ケース 4

コ ンピ ュータ 4 台の典型例。 サーバの役割に応じ て、 時間差でサーバをシ ャ ッ ト ダウ ン し たい ：

•  Dell ULNMNo.1 をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータが UPS(USB/ シ リ アル ) にダ イ レ ク ト 接
続されています。 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラが、 最後にシ ャ ッ ト ダ ウ ン されるサーバにイ
ン ス ト ールされていなければな り ません。

注記 : パルサーシ リーズに関し ては、 そのコ ンピ ュータがメ イ ン コ ンセン ト から給電されていなければ
な り ません。

•  Dell ULNMNo.2 をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータは、 データベースや VMware のホ ステ ィ
ングなど、 シ ャ ッ ト ダウ ンに長時間の遅延を必要 と し ます。

•  Dell ULNMNo.3 をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータが、 最後にシ ャ ッ ト ダウ ン されなけれ
ばな り ません。 これは、 フ ァ イルサーバなどの他サーバがこれに依存し ているためです。 

•  Dell ULNMNo.4 をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータは、 コ ンピ ュータ 2 または 3 （ウ ェブ
サーバ） よ り 以前に停止されなければな ら ない別サーバです。 または、 そのコ ンピ ュータは、
負荷遮断の目的で停止する こ と も でき ます （ワーク ステーシ ョ ン）。

推奨する設定 ：

•  Dell ULNMNo.1 ： シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イマー 「な し」、 シ ャ ッ ト ダウ ン時間 120 秒。 

•  Dell ULNMNo.2 ： シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イマー 「180 秒」、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン時間 180 秒。 

•  Dell ULNMNo.3 ： シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イマー 「な し」、 シ ャ ッ ト ダウ ン時間 120 秒。 

•  Dell ULNMNo.4 ： シ ャ ッ ト ダウ ン ・ タ イマー 「120 秒」、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン時間 120 秒。 

以下の時系列の概略図が この設定を ま と めています （図 27 を参照） ：
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図 27. シャ ッ ト ダウン ・ コ ン ト ローラの概略

ア クシ ョ ンの設定
ノ ード イベン ト が発生し た際に、 ユーザへの通知方法を定義する こ と ができ ます。

設定 > ア クシ ョ ン の メ ニューア イ テムから、 以下のア ク シ ョ ンを設定する こ と ができ ます
（図 28 を参照） ：

• 電子 メ ール

• ス ク リ プ ト / プロ グ ラ ムの実行

• ローカルのア ラーム通知ボ ッ ク スへ通知。 システム ト レ イ ア イ コ ンから利用可能です。
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図 28. アクシ ョ ンのページ

新しいアクシ ョ ンの作成

新しいア ク シ ョ ンの作成方法

1 管理者ユーザープロ フ ァ イルでロ グ イ ン し ます。

2 設定 > アク シ ョ ンを選択し ます ア ク シ ョ ンページが表示されます。

3 新しいア ク シ ョ ンの作成を ク リ ッ ク し ます。 新しいア ク シ ョ ンの作成のダ イ ア ロ グボ ッ ク ス
が表示されます （図 29 を参照）。
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図 29. 新しいアクシ ョ ンの作成のダイアログボ ッ クス

注記 : 「*」 欄は入力必須項目です。

注記 : ペンのアイ コ ンを ク リ ッ クする と項目の入力アシス タ ン ト が起動し ます。

新しいアクシ ョ ンの作成の項目詳細

• ア ク シ ョ ンの有効化 ： ア ク シ ョ ンを有効化 / 無効化し ます

• ア ク シ ョ ン名 ： ア ク シ ョ ンのユーザフ レ ン ド リ な名称

• イベン ト フ ィ ルタ
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以下の項目ご と にア ク シ ョ ンを検索でき ます ：

• イベン ト の緊急度 ： 緊急、 警告、 通常、 通信切断

注記 : このパラ メ ータ で、 イベン ト レベル別に通知を検索できます。 イベン ト カテゴ リのリ ス ト を参照
し て く だ さい。 「緊急」 を検索条件で選択し た場合、 関連する 「通常」 イベン ト は受信されず、
デバイスステータ スを 「緊急」 から 「通常」 に変更するよ う通知されます。

• イベン ト カテゴ リ  ： ア ラーム、 シ ャ ッ ト ダウ ン イベン ト 、 電源イベン ト 、 測定は以下の と お り
です ：

• ア ラーム イベン ト のカテゴ リ

• 商用電源障害

• 通信切断

• 緊急シ ャ ッ ト ダウ ン

• 低バッ テ リ

• 内部障害

• 過負荷

• 出力 ON/OFF

• コ ンセン ト  ON/OFF

• バッ テ リ 障害

• 自動バイパス

• 手動バイパス

• 冗長性の喪失

• 電源保護の切断

• シ ャ ッ ト ダウ ン イベン ト のイベン ト カテゴ リ

• 商用電源障害

• 低バッ テ リ

• 緊急シ ャ ッ ト ダウ ン

• ローカルのシ ャ ッ ト ダウ ン ・ ラ ン タ イ ム

• 電源イベン ト のイベン ト カテゴ リ

• 出力の % 負荷

• 出力の皮相電力

• 出力の有効電力

• 出力の力率

• システムが定義し た出力負荷ア ラーム
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• 測定のイベン ト カテゴ リ

• 出力の % 負荷

• バッ テ リ 残存量

• バッ テ リ が空にな る までのラ ン タ イ ム

• メ イ ン 1 ： 電圧、 電流、 周波数

• メ イ ン 2 ： 電圧、 電流、 周波数

• 出力 ： 電圧、 電流、 周波数

• 出力の皮相電力

• 出力の有効電力

• 出力の力率

• 表示よ り ： イベン ト の誘引原因の表示

• ア ク シ ョ ン タ イプ ： 電子 メ ール / コマン ド / 通知 

• 以下の節に記載の と お り 、 お客様の選択に応じ たア ク シ ョ ンご と の特定設定が可能です。

電子メ ールのアクシ ョ ン タ イプ

こ のア ク シ ョ ンはデフ ォル ト では無効化されています。 入力欄の一部は、 デフ ォル ト で事前設定
されています。 ア ク シ ョ ン タ イプの ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から電子 メ ールを選択する こ と で有
効化されます （図 30 を参照）。
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図 30. 電子メ ールのアクシ ョ ン タ イプ設定

SMTP サーバ ： UPS イベン ト に関する電子 メ ールを受信するには、 SMTP サーバ と IP ア ド レ ス を
入力し て く だ さい。

• ロ グ イ ン名 およびパス ワード ： SMTP サーバの認証情報

• 受信者 ： 受信者の電子 メ ールア ド レ ス

注記 : カ ンマで区分すれば複数の受信者を指定できます。

• 送信者 （オプシ ョ ン入力） ： 電子 メ ールの送信者名

注記 : お客様の SMTP サーバは、 有効な電子メ ールア ド レスを必要とする場合があり ます。

• 件名 ： 電子 メ ールの件名 （事前設定の変数によ り カ ス タマイ ズが可能です）

• メ ッ セージ ： 電子 メ ールの本文 （事前設定の変数によ り カ ス タマ イ ズが可能です。 次の メ ッ
セージの編集 を参照）

• ダイジェ ス ト ： 遅延中に発生したア ラームの一括などの電子メ ールレポー ト

例えば、 な し を指定し た場合、 ア ラームご と に電子 メ ールが送信されます。 可能な値 ： な し / 
毎 10 秒 / 毎分 / 毎時 / 毎日
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メ ッ セージの編集

すでに設定されている既存のア ク シ ョ ンの再現や、 それによ るパラ メ ータの一部を修正する こ と
が可能です。

• 高度な使用方法 と し て、 件名や メ ッ セージをカ ス タマイ ズする こ と ができ ます。 例えば、 外部
の SMS （シ ョ ー ト メ ッ セージ ・ サービ ス ・ ゲー ト ウ ェ イ） プロバイ ダ宛の電子 メ ールを使用
し て、 電子 メ ールを SMS に変換でき るオプシ ョ ンがあ り ます。

• ペンのア イ コ ンを ク リ ッ クする と 、 メ ッ セージ編集のアシス タ ン ト が起動し、 変数の項目を入
力する こ と ができ ます。

•  「プ ラ ス」 ボ タ ンを ク リ ッ クする と変数を追加でき ます （図 31 を参照）。

図 31. メ ッ セージ編集のダイアログボ ッ クス

コマン ド アクシ ョ ン タ イプ

コマン ド ア ク シ ョ ン タ イプは、 ス ク リ プ ト やプロ グ ラ ムを実行し ます （図 32 を参照）。 UPS イベ
ン ト に関するプロ グ ラ ムを実行するにはプロ グ ラ ムパスが必要です。
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図 32. コマン ド アクシ ョ ン タ イプの設定

以下は、 イベン ト 時の音声ア ラームの再生例です ：

1 コマン ド を含むバッチコマン ド フ ァ イルを作成し ます ：

mplay32.exe /play /close C:/WINDOWS/Media/<sound>.wav

2 こ のバ ッ チフ ァ イルを呼び出すタ イプコマン ド のア ク シ ョ ンを作成し ます。

Windows

Windows では、 プロ グ ラ ムはシステムアカ ウ ン ト 下で実行されます。 一部の特権コマン ド を適切
に実行する ためには、 以下の手順を適用し なければな ら ない場合があ り ます ： 

• 一定のア ク シ ョ ンを起動させる前には、 コ ンテキス ト の修正を要する場合があ り ます。

• ユーザのアカ ウ ン ト に割 り 当て られた権限 と異な る許可によ り 、 そのユーザが特定のツールや
プロ グ ラ ムを実行でき る よ う にするには、 Windows の 「RunAs」 コマン ド を使用し ます。 これ
によ り 、 お客様はパス ワー ド を保存する こ と ができ ます （Windows XP サービ スパ ッ ク 2 以降
のバーシ ョ ン）。

• 次の Microsoft コマン ド を使用し ます ：

runas /profile /user:<my login> /savecred <my_program.exe>

• 初回の実行の際にはパス ワード が必要です。 パス ワー ド は 2 回目以降の実行のために保存され
ます。

Linux

Linux では、 Dell ULNM ルー ト 権限下でプロセスが起動し ます （プロ グ ラ ムやシェル ・ ス ク リ プ
ト を実行する sudo コマン ド は不要です）。
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通知のアクシ ョ ン タ イプ

通知のア ク シ ョ ン （ア ラームボ ッ ク ス通知） はデフ ォル ト 設定で有効化されています （図 33 を
参照）。

図 33. 通知アクシ ョ ン タ イプの設定

ローカルコ ンピ ュータ上にア ラームボ ッ ク スのア ラームが表示されます。 このア ラームボ ッ ク ス
は最後の 10 ア ラームを表示し ます。 新しいア ラームが発生し た と きにフ ォーカ ス されます。 イ
ベン ト セ ク シ ョ ン よ り  10 以上のア ラームを閲覧でき ます （図 34 を参照）。

図 34. アラーム通知ボ ッ クス

システム ト レ イ ア イ コ ンを使用し て以下を実行し ます ： 

• システム ト レ イ ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し、 ローカルコ ンピ ュータ上のア ラームを表示する
ウ イ ン ド ウ を開き ます。

• システム ト レ イ ア イ コ ンを右ク リ ッ クすれば、 こ の機能へ素早 く ア ク セスでき ます （図 35 に
表示）。
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図 35. システム ト レ イボ ッ クスのメ ニュー

 電源が申告されている場合、 システム ト レ イ ア イ コ ンは、 表 6 の説明の とお り の状況であ る こ
と を示し ています。

イベン ト およびアクシ ョ ンの高度なカス タ マイズ化

Dell ULNM イ ン ス ト ールフ ォルダ内に、 ユーザ定義のサンプル ・ ア ク シ ョ ン ・ ス ク リ プ ト が含ま
れた 「configs/scripts」 フ ォルダがあ り ます (sample_user_script.js).

 非常に特別な イベン ト やア ク シ ョ ンを定義する よ う 、 こ のス ク リ プ ト を修正し た り 新規ス ク リ
プ ト を作成する こ と ができ ます。 このサンプルス ク リ プ ト は、 新しいア ク シ ョ ンや ト リ ガーを定
義する ために期待された構造や構文に関する詳細を提供し ています。

ス ク リ プ ト の実行を有効にするには、 以下の とお り  enabled プロパテ ィ を true に設定し ます ：

表 6. システム ト レ イのステータ スアイ コ ン

アイ コ ン 状況の詳細

 システム ト レ イ ア イ コ ンは、 Dell UPS Local Node Manager から適切に
ア ラームを受信し ています。 商用電源が使用されています

 システム ト レ イ ア イ コ ンは、 Dell UPS Local Node Manager から適切に
ア ラームを受信し ています。 電源はバッ テ リ モード で作動し ていま
す。

 システム ト レ イ ア イ コ ンは、 Dell UPS Local Node Manager から適切に
ア ラームを受信し ています。 電源に警告イベン ト が発生し ま し た。

 システム ト レ イ ア イ コ ンは、 Dell UPS Local Node Manager から適切に
ア ラームを受信し ています。 電源に緊急イベン ト が発生し ま し た。

電源と の通信に失敗し ま し た。
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UserScript =

{

  name: "MyScript",

  enabled: true, // こ のプロパテ ィ を true にし て、 ス ク リ プ ト を有効化し ます。

}

ユーザアカウン ト の設定
複数のユーザアカ ウ ン ト の設定方法 ：

1 管理者ユーザープロ フ ァ イルでロ グ イ ン し ます。

2 設定 > ユーザリ ス ト を選択し ます。 ユーザ リ ス ト のページが表示されます （図 36 を参照）。

3  ユーザの追加を ク リ ッ ク し ます。

4 ユーザのロ グ イ ン名 と パス ワード を入力し ます。

5 ユーザのプロ フ ィ ールレベルを選択し ます。 次のレベルが利用可能です ：

• 管理者 （すべての機能にア ク セスでき ます）

• ユーザ （閲覧のみ可能ですが、 システムや ノ ード の設定変更はでき ません）。 

6 新規ユーザの作成を ク リ ッ ク し ます。

図 36. ユーザリ ス ト のページ
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管理者プロ フ ィ ール

 Dell ULNM には、 以下の とお り デフ ォル ト の管理者プロ フ ィ ールが含まれています ： 

• ロ グ イ ン名 「admin」

• パス ワード 「admin」

警告 : 安全のために、 イ ンス ト ール終了後直ちにこのデフ ォル ト のパスワー ド を変更するよ う強 く お奨め
し ます。 パスワー ドが 8 桁未満の場合には、 セキュ リ テ ィ 警告がポ ッ プア ッ プ表示されます。

注記 : ログイ ン名とパスワー ドは大文字 ・ 小文字を区別し ます。

注記 : オ リ ジナルの管理者アカウン ト のログイ ン情報を固定する と (admin) 、 パスワー ドは変更し なければ
な り ません。

注記 : アカウン ト 数の作成には制限はあり ません。

システム設定
システム設定を編集する こ と ができ ます。 設定 > システム の メ ニ ューア イ テムから、 システム情
報、 言語、 スキ ャ ン設定、 モジ ュール設定を編集でき ます （図 37 を参照）。

図 37. システム設定ページ

システム情報の編集

システム情報の編集は、 Dell ULNM ソ フ ト ウ ェ アの連絡先や所在情報を入力する こ と ができ ます。
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言語の編集

言語の編集は表示言語を変更する こ と ができ ます。 現在、 日本語、 チェ コ語、 英語、 フ ラ ン ス
語、 ド イ ツ語、 韓国語、 ポーラ ン ド 語、 ポル ト ガル語、 ロ シア語、 簡体 ・ 繁体中国語、 スペイ ン
語をサポー ト し ています。 日付と時間の形式および温度の単位 （摂氏または華氏） の変更も可能
です。

図 38. 言語の編集

スキャ ン設定の編集

管理者は新しいデバイ ス を検出する と きにデフ ォル ト と し て使用される、 スキ ャナー認証パラ
メ ータ を設定する こ と ができ ます。 これらの認証設定は XML、 SNMPv1、 SNMPv3 および NUT プ
ロ ト コルに対し て設定する こ と ができ ます。

手動または自動的に検出される と、 新し く 検出されたデバイ スは、 これらの認証パラ メ ータ を使
用し ます。 デバイ スがサポー ト するプロ ト コルによ り 、 ULNM は必要なパラ メ ータ を選択し ま
す。 サポー ト されているプロ ト コルについては 互換性 の ページ 10 を参照し ます。 デフ ォル ト
スキ ャ ン設定は、 システムページのスキ ャ ン設定セ ク シ ョ ンに表示されています （ 図 37 参照）。

管理者は自動スキ ャナーを有効化し、 管理者が直接ス キ ャ ンする こ と な く 、 自動的に検出し たデ
バイ ス を追加する こ と ができ ます。 例えば、 自動スキ ャ ンが有効化された状態でネ ッ ト ワーク に
新しいカード があ る場合、 自動的に検出され、 追加されます。

管理者はプロ ト コルチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ト グルする こ と によ り 、 スキ ャナー機能で使用されてい
るプロ ト コルも有効化する こ と ができ ます （ 図 39 参照）。
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図 39. スキャ ン設定の編集

ノ ー ド構成の設定

管理者は設定 > 自動検出 メ ニ ューア イ テムセレ ク シ ョ ンを使用し て、 ノード 情報を設定し、 パ
ラ メ ータにア ク セスする こ と ができ ます。 ノー ド リ ス ト ページの表示。 ノード 情報の編集ボ タ ン
を ク リ ッ ク、 または右パネルの ノ ード ア ク セスパラ メ ータの設定ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• ノード情報ダイ ア ログの編集。 ノード情報ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの編集では、 ノ ード名、 ユー
ザータ イプ、 ノ ード詳細および関連する負荷ア ラーム閾値の編集をする こ と ができ ます
（図 40）。

• ア ク セスパラ メ ータダイ アロ グ。 ノ ード イベン ト が生じ た と きにユーザーに通知する方法を定
義し、 選択されたすべてのデバイ スの認証設定を編集する こ と ができ ます。 選択し たデバイ ス
の能力によ り 、 該当する設定だけが設定されます （図 41 参照）。
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図 40. ノ ー ド情報ダイアログの編集。

図 41. アクセスパラ メ ータ ダイアログ。

更新設定の編集

更新設定の編集は、 お客様が Dell ソ フ ト ウ ェ アの更新にア ク セスでき る自動更新機能をカス タマ
イ ズする こ と ができ ます。

注記 : Dell ULNM は 「自動チ ェ ッ ク」 オプシ ョ ンを選択する と、 常に最新状態に更新されます。 Dell ウ ェ ブ
サイ ト でソ フ ト ウエアの新バージ ョ ンが検出されたら、 ウ ィ ザー ド によるイ ンス ト ラ クシ ョ ンに従っ
て く だ さい。

• Dell ULNM の設定は、 こ の操作によ り 維持されます。

• Dell ULNM は、 大量のコ ンピ ュータの更新管理が可能です。

更新のチ ェ ッ ク 

更新のチェ ッ ク オプシ ョ ンは、 Dell ウ ェブサイ ト で製品の後続バージ ョ ンが利用可能かど う かを
確認し ます。
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モジュール設定の編集

モジ ュール設定の編集は、 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ などのオプシ ョ ンモジュールを有効化
でき ます。

シ ャ ッ ト ダウン ・ コ ン ト ローラ
Dell ULNM は、 UPS （USB または RS-232 経由） からの UPS ア ラームを取得し、 他の Dell ULNM 
にシ ャ ッ ト ダウ ン ・ ア ラームを転送する こ と ができ ます。 こ の固有の Dell ULNM は 「シ ャ ッ ト ダ
ウ ン ・ コ ン ト ローラ」 と称し ます。 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラは、 Dell ネ ッ ト ワーク管理
カード 経由で情報を取得する こ と ができ ます。

シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ機能は、 ア ラームを中継する Dell ULNM 上で有効にする こ と が必
要です （USB または RS-232 経由で UPS に接続）。

注記 : 通知されたアプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト は永続し ます。 この遠隔 ULNM の状態は OK （緑色 ） から
通信切断 （グレー ） に変更されます。 これは遠隔の ULNM をアン イ ンス ト ールし た場合、 または
シャ ッ ト ダウン ・ コ ン ト ローラ IPP と遠隔の ULNM 間で通信切断のイベン ト が発生し た場合に発生し
ます。 この仕組みを備えた IT 管理者は、 IT 分散型アーキテ クチャの変更を監視する こ とができます。
このリ ス ト から ULNM を手動で削除する こ とができ、 それは 自動検出 > ノ ー ドの削除で行います。

 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ機能の有効化 ：

1 管理者ユーザープロ フ ァ イルでロ グ イ ン し ます。

2  設定 > システムを選択し ます。 システムのページが表示されます。

3 システムのページで、 モジュール設定 をダブルク リ ッ ク し ます （図 42 を参照）。 モジ ュール
設定の編集のダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

4 シャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ のチェ ッ ク ボ ッ ク スにチェ ッ ク を入れます （図 43 を参照）。
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図 42. モジュール設定の選択

図 43. シャ ッ ト ダウン ・ コ ン ト ローラの有効化

 Dell ULNM で この機能が有効化される と、 「通知アプ リ ケーシ ョ ン」 と い う 新しい表示が Dell 
ULNM のシ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラの メ ニ ューに表示され、 図 44 に示すよ う に ト ッ プバ
ナーが更新されます。

図 44. シャ ッ ト ダウン ・ コ ン ト ローラのバナー変更 
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他 Dell ULNM のパラ メ ータ構成

他の Dell ULNM は、 ネ ッ ト ワーク スキ ャ ンによ って こ の Dell ULNM を検出し ます。

これら他の Dell ULNM から、 設定 > シャ ッ ト ダウン > 構成でパラ メ ータ を設定し ます。

主なパラ メ ータ ： 

• 電源 （シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラであ る Dell ULNMNo.1 の IP ア ド レ ス を表示し ます）

• 負荷セグ メ ン ト

• ロ グ イ ン名およびパス ワー ド （「管理者」 アカ ウ ン ト を使用し て く だ さい） 

すべてのパラ メ ータ を入力し た ら 保存 を ク リ ッ ク し ます。

これで こ の Dell ULNM は、 シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラの 「通知アプ リ ケーシ ョ ン」 の表示に
登録されま し た （ “ 通知されたアプ リ ケーシ ョ ンの表示 ” ページ 65 を参照）。

コ ン ピ ュ ー タ  3 台を使用 し た例 

注記 : ページ 45 の アーキテ クチャ 3 のシャ ッ ト ダウンの使用ケースを参照し て く だ さい。

UPS が Dell ULNM No.1 （シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラの役割） をホ ステ ィ ング し ている コ ン
ピ ュータ 1 に （USB 経由で） ローカル接続されます ：

• Dell ULNM No.1 が自動的にその UPS を検出し ます。

•  Dell ULNMNo.1 の 「シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ」 機能を有効化し て く だ さい。

•  Dell ULNMNo.2 のイ ン ターフ ェースで、 Dell ULNMNo.1 コ ンピ ュータの IP ア ド レ ス、 負荷セグ
メ ン ト 、 Dell ULNM No.1 のロ グ イ ン名と パス ワード を表示し て く ださ い。

• Dell ULNMNo.3 のイ ン ターフ ェースで Dell ULNM No.1 コ ンピ ュータの IP ア ド レ ス、 負荷セグ
メ ン ト 、 および Dell ULNM No.1 のロ グ イ ン名 と パス ワー ド を表示し て く ださ い。 Dell ULNM

• Dell ULNM No.1 はシ ャ ッ ト ダウ ン ・ ア ラームを遠隔の Dell ULNM イ ン ス タ ン ス （Dell ULNM 
No.2 および Dell ULNMNo.3） へ転送し ます。

• 従って、 こ の UPS によ って給電される 3 サーバは電源が保護されます。

図 45 は、 1 台の UPS が 3 つのシングルフ ィ ード のサーバに給電する電気的対応フ ローを示し て
います ：
設定 64
  



図 45. 電気フ ローの概観

 通知されたアプ リ ケーシ ョ ンの表示
シ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン ト ローラ機能が有効になる と、 「通知されたアプ リ ケーシ ョ ン」 の表示が、
ノ ード リ ス ト のページに表示されます。  行を選択する と、 選択項目によ って右側パネルが更新さ
れます （図 46 を参照）。

図 46. 通知されたアプ リ ケーシ ョ ンの表示

以下の注意事項は、 通知されたアプ リ ケーシ ョ ン表示に適用されます ：

• 「通知されたアプ リ ケーシ ョ ン」 の リ ス ト は永続し ます。

• 遠隔の Dell ULNM をアン イ ン ス ト ールし た場合、 または、 Dell ULNM のシ ャ ッ ト ダウ ン ・ コ ン
ト ローラ と遠隔の Dell ULNM 間で通信切断のイベン ト が発生し た場合、 こ の遠隔の Dell ULNM 
の状態は OK  か ら通信切断  に変更されます。 こ の メ カニズムによ り 、 IT 管理者は IT 
分散型アーキテ クチャにおける様々な変更をモニ ターする こ と ができ ます。
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• リ ス ト か ら Dell ULNM 製品を手動で削除する こ と ができ ます。 これは 自動検出 > ノ ー ドの削
除で行います。

ステータ スアイ コ ン

• 緑のア イ コ ン は、 ローカル と 遠隔の Dell ULNM 間で通信が正常であ る こ と を示し ていま
す。

• グレーのア イ コ ン は、 ローカル と遠隔の Dell ULNM 間で通信が切断されている こ と を示し
ています。

 シャ ッ ト ダウンの概要

シ ャ ッ ト ダウ ンの概要は、 選択し た コ ンピ ュータのシ ャ ッ ト ダウ ン ・ シーケン スの時間を図に表
し ています。 これは、 複数のコ ンピ ュータ間のシ ャ ッ ト ダウ ンのシーケン ス動作をビジュ アル化
し ています （図 47 を参照）。

図 47. シャ ッ ト ダウンの概要

• 幅全体は電源が空にな る までの残 り ラ ン タ イ ムです （停電発生時または停電中）。

• 緑部分は、 UPS バ ッ テ リ によ る コ ンピ ュータの作動時間を表し ています。

• オレ ンジの部分は、 コ ンピ ュータのシ ャ ッ ト ダウ ン時間を表し ています。

• 赤の部分は、 コ ンピ ュータが OFF 状態でかつ UPS は引き続き作動状態にあ る時間を表し てい
ます。
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4
スーパービジ ョ ン
本章では、 Dell UPS Local Node Manager(ULNM) のモニ タ リ ング機能についてご説明し ます。

モニ タ リ ング ・ イ ン ターフ ェースへの接続方法
電源をモニ ターするには、 メ イ ンの Dell ULNM イ ン ターフ ェース を起動し ます。 イ ン ターフ ェー
スは、 ローカル操作または遠隔操作で接続でき ます。

ローカルアクセス

 Dell ULNM のイ ン ス ト ール先であ る システムにおいて、 次のシ ョ ー ト カ ッ ト を使用する こ と がで
き ます。

1  プログラム > Dell > UPS Local Node Manager の順に開始し、 Dell ULNM を開き ます。

2 ローカルコ ン ピ ュータから、 ウ ェブブラ ウザ上に以下の URL のいずれかを入力する こ と がで
き ます ：

http://127.0.0.1:4679/

または

https://127.0.0.1:4680/

遠隔接続

1 リ モー ト コ ンピ ュータから、 ウ ェブブラ ウザ上に以下の URL のいずれかを入力する こ と も
でき ます ：

https://<Dell ULNM をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータ名または IP ア ド レ ス >:4680/

または

https://Dell ULNM をホ ステ ィ ング し ている コ ン ピ ュータ名または IP ア ド レ ス :4679/

2 SSL モー ド では、 ブラ ウザが用意し た手順を使用し て、 証明書を承認し ます。

3  ロ グ イ ン名 と パス ワー ド を入力し ます。

電源

 表示 > 電源 の メ ニューア イ テム よ り 、 以下の項目を操作でき ます （図 48 を参照） ：

•  Dell ULNM コ ンピ ュータに給電し ている UPS からの情報のモニ タ リ ング。

• パネルの ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プ 
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図 48. ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プ

自由自在なパネル表示
表示の中でどのパネルを表示するかを選択するには、 リ ス ト にあ るデバイ ス / アプ リ ケーシ ョ ン
から、 および、 ウ イ ン ド ウ右側の 「詳細パネル」 のデ ィ スプレ イの中から選択し ます。

• バータ イ ト ルを ク リ ッ クする と パネルの折 り たたみ / 拡大を行います。

• また、 すべての表示 メ ニ ューや選択表示 メ ニ ューを  または で表示 ・ 非表示でき ます。

• 選択ボタ ン を ク リ ッ ク し て、 選択表示に追加し たいパネルを選択し ます （図 49 を参照）。
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図 49. パネル選択のダイアログボ ッ クス

注記 : 一部のパネルは特定のノ ー ド タ イプのみにご利用いただけます。 

パネルリ ス ト

情報およびステータ スパネル

こ のパネルは、 Dell ULNM を実行し ているサーバを給電し ているデバイ スの情報を表示し ます 
（図 50 を参照）。

図 50. 情報およびステータ スパネル

以下の ノ ード情報がパネルに表示されます ：
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• 詳細 ： 商品名

• フ ァーム ウ ェアバージ ョ ン ： 電源 と し てセ ッ ト ア ッ プ された UPS または Dell NMC カード の
フ ァーム ウ ェ ア リ ビジ ョ ン ・ レベル 

• 名目上の皮相電力 ： UPS の名目上の皮相電力 （ワ ッ ト 表示）

• シ リ アル番号 ： デバイ スのシ リ アル番号 （あ る場合）

• バッ テ リ の状況 ： 充電 / 消耗 / デフ ォル ト  / フ ロー ト 充電 / 休止

• 電源 ： 交流電力 / バッ テ リ  

• 負荷レベル ： デバイ スの出力負荷レベル

• バッ テ リ 容量 ： デバイ スのバッ テ リ 容量

• バッ テ リ ・ ラ ン タ イ ム ： バ ッ ク ア ッ プ時間が残っているデバイ ス

• 負荷セグ メ ン ト  1 ： 出力のコ ンセン ト 状況 (ON/OFF)

• 負荷セグ メ ン ト  2 ： 出力のコ ンセン ト 状況 (ON/OFF)

注記 : このパネルに表示されている情報は UPS 能力によ り ます （図 51）。

測定パネル

こ のパネルは、 ノード の性能によ って単相または 3 相の装置を使用条件 と し た選択デバイ スの電
気的パラ メ ータ を表示し ます （図 51 を参照）。

図 51. 測定パネル

以下の ノ ード情報がパネルに表示されます :

• xxx.xxx.xxx.xxx: DNS 名 （または IP ア ド レ ス） が 「ステータ スア イ コ ン」 付近に表示されます

• 詳細 ： 商品名

• 名目上の皮相電力 ： UPS の名目上の皮相電力 （VA または KVA）

• IP ア ド レ ス ： ウ ェブ /SNMP カー ド IP ア ド レ ス （ネ ッ ト ワーク を取得し ている場合）
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• Mac ア ド レ ス ： ウ ェブ /SNMP カー ド Mac ア ド レ ス （ネ ッ ト ワーク を取得し ている場合）

• 場所 ： デバイ スの場所 （syslocation オブジ ェ ク ト 値またはデバイ スページで も設定ができ ま
す）

• 連絡先 ： デバイ スの連絡先 （syscontact オブジェ ク ト 値またはデバイ スページで も設定ができ
ます）

• シ リ アル番号 ： デバイ スのシ リ アル番号 （あ る場合）

• リ ン ク ： デバイ スのウ ェブサイ ト への リ ン ク （あ る場合）

• バッ テ リ の状況 ： 充電 / 消耗 / デフ ォル ト  / フ ロー ト 充電 / 休止

• 電源 ： 交流電力 / バッ テ リ  

• 負荷レベル ： デバイ スの出力負荷レベル

• バッ テ リ 容量 ： デバイ スのバッ テ リ 容量

• バッ テ リ ・ ラ ン タ イ ム ： バッ ク ア ッ プ時間が残っているデバイ ス

• メ イ ン出力 ： メ イ ン出力の状況 （ON/OFF / 内部障害 / 自動バイパス ON/ 手動バイパス / 過
負荷） 

• グループ No.x: 出力コ ンセン ト の状況 (ON/OFF)

注記 : パネルの表示情報は UPS の性能に左右されます。

環境パネル

こ のパネルは、 選択し たデバイ スのセンサー情報を表示し ます （図 52 を参照） ：

• 温度センサー ： 温度 (°C)

• 湿度 ： 湿度レベル

• 入力 No.1: 1 番目の接点状況 （開 / 閉）

• 入力 No.2: 2 番目の接点状況 （開 / 閉）

図 52. 環境パネル
スーパービジ ョ ン 71
  



グラ フパネル

こ のパネルは、 選択し たデバイ スの主な測定グ ラ フ を表示し ます （図 53 を参照）。

図 53. グラ フパネル

注記 : ウイ ン ド ウ内では、 最高 8 つの測定値を同時に選択できます。 時間の尺度は、 1 時間 / 2 時間 / 6 時
間 / 12 時間 / 24 時間 / 2 日 / 1 週間に対応し ています。

数値を読むには、 マウ スカーソルをグ ラ フ上に乗せます。 縦線がグ ラ フ上に現れ、 選択し た日付
の数値がボ ッ ク ス内で読み取れます。 

•  ボ タ ンは、 グ ラ フ内で拡大表示し ます。 そ し て  ボ タ ンはグ ラ フにデータ をエ ク スポー
ト し ます。

•  ボ タ ンは、 グ ラ フ内で表示し たいデータ を選択し ます （図 54 を参照）。
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図 54. グラ フ設定ダイアログボ ッ クス

カンマ区切 り  (CSV) フ ァ イルのデータ をエ ク スポー ト するには、 グ ラ フパネル メ ニューバーにあ
るエ ク スポー ト 手段   ボタ ンを使用し ます。 選択された時間の尺度は抽出された ロ グに適用
されます。
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図 55. グラ フパネルのエクスポー ト 手段ボタ ン

概観パネル

こ のパネルは、 選択し たデバイ スの全体像を表示し ます （図 56 を参照） ： バナー下の左肩に、
オン ラ イ ン UPS、 ラ イ ン イ ン タ ラ ク テ ィ ブ方式 UPS など、 UPS の電気的な接続形態が表示され
ます。 機能ブロ ッ クのひとつにマウ ス を重ねる と、 ツールチ ッ プが表示されます。

図 56. 概観パネル

概観パネルに使用される色別けア イ コ ンは、 以下のよ う に表示されます （表 7 を参照） ：
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• UPS モジ ュール

• バッ テ リ モジ ュール

• 電気の流れ

• UPS 入力時の電力 

• UPS 出力時の負荷、 UPS 出力状況の リ ン ク が付随。

• 色分けによ る組み合わせ

表 7. 概観パネルのアイ コ ン

シンボル 色 詳細

UPS モジュール

交流 / 直流 直流 / 交流 バイパス 緑 正常かつ使用中

交流 / 直流 直流 / 交流 バイパス 赤 内部障害、 未使用

交流 / 直流 直流 / 交流 バイパス グレー 正常かつ未使用、 または詳細不明

バッ テ リ モジュール

緑 正常

オレ ンジ バッ テ リ 充電が 50% 未満

赤 バッ テ リ 障害またはバッ ク ア ッ プ終了

グレー バッ テ リ 状態不明

電気の流れ

黄色 ケーブル経由の電流

注記 : オブジ ェ ク ト がアニ メ ーシ ョ ン化し、
電流の方向を示し ます。
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グレー ケーブル経由によ る電流な し

警告 : ケーブルが不足電圧である可能性があ
り ます。

UPS 入力時の電力

緑 給電済 正常

グレー 給電が行われていない、 または状況不明

UPS 出力時の負荷

緑 負荷デバイ ス給電済 および保護完了、 正常

赤 負荷デバイ スに給電な し 

グレー 負荷状況不明

色分けの組み合わせ ： 電流および電源の状況

緑 / 黄色 給電済で電流あ り

緑 / グレー 給電済だが電流な し

色分けの組み合わせ ： 電流および負荷状況

黄色 / 緑 負荷デバイ ス給電済 および保護完了

グレー / 赤 負荷デバイ スに給電な し

表 7. 概観パネルのアイ コ ン

シンボル 色 詳細
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イベン ト パネル

こ のパネルは、 選択し た ノ ード のイベン ト リ ス ト を表示し ます （図 57 を参照）。 ヘッ ダーの項目
を ク リ ッ クする と、 状況、 日付、 メ ッ セージご と にイベン ト を分類でき ます。

図 57. イベン ト パネル

統計パネル

こ のパネルは、 選択し た ノ ード の統計を表示し ます （図 58 を参照）。  ボタ ンで、 統計の時間
間隔を選択でき ます。 「開始日」 と 「終了日」 の 2 つのボタ ンを ク リ ッ クする こ と で時間間隔を
調整でき ます。

算出される統計データは以下の とお り です ：

• 皮相電力消費量 （または次回バージ ョ ンでは有効電力消費、 ワ ッ ト 表示）

• 平均皮相電力 （または次回バージ ョ ンでは平均有効電力、 ワ ッ ト 表示）

• 電源障害数

• 電源障害の集積時間

• バッ テ リ 障害数

• 内部障害数

• 過負荷数

• 警告ア ラーム数

• 緊急ア ラーム数、 出力切断数

• 通信切断数

注記 : 上記の情報は、 デバイスの性能によ って左右されます。
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図 58. 統計パネル

イベン ト

リ ス ト 表示

イベン ト  > イベン ト リ ス ト  を選択する と、 イベン ト リ ス ト ページが表示されます （図 59 を参
照）。 新しいア ラームのすべてが こ のロ グに保存されます。 状況、 日付、 コ ンピ ュータ名、 メ ッ
セージ、 受信確認によ ってア ラームを分類でき ます。

図 59. イベン ト リ ス ト ページ
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次の機能が利用可能です ：

• 選択し たイベン ト の受信確認 ： 選択し た イベン ト に関し て、 受信確認欄にチェ ッ ク ボ ッ ク ス を
加えます。

• すべてのイベン ト の受信確認 ： すべてのイベン ト に関し て、 受信確認欄にチェ ッ ク ボ ッ ク ス を
加えます。

注記 : アラームの受信確認がな される と チ ェ ッ クボ ッ クスに印が付きますが、 そのイベン ト リ ス ト に引
き続き表示されます。 専用ポータルパネルの 電源 > イベン ト  では、 受信確認がな されたア
ラームの表示は消去されます。

• エク スポー ト ロ グ ： CSV 形式のロ グフ ァ イルを作成し ます。 構文は以下の とお り です ：

" 日付 "、 " ノ ード "、 " タ イプ "、 " レベル "、 " 対象 "、 " 値 "、 " メ ッ セージ "、

"2009/01/27-
18:35:20.840","166.99.250.83","Measure","0","UPS.PowerConverter.Frequency","49","",

• パージロ グ ： すべてのロ グを削除し ます （日付指定）

• すべて選択 ： 表示されているすべてのイベン ト を選択し ます。

• すべて非選択 ： 選択し たすべてのイベン ト を非選択にし ます。

注記 : アラームはひとつづつク リ ッ ク し て選択できます。 shift キー + ク リ ッ ク、 または、 alt キー + ク リ ッ
クで、 複数のアラームを選択する こ と もできます。 選択し た行は、 ダーク ブルーで表示されます。

カ レンダー表示

 イベン ト  > イベン ト リ ス ト  を選択する と、 イベン ト カレ ンダーのページが表示されます （図 60 
を参照）。 この行列表示では、 各横列が週を、 縦列が曜日を表し ています。 曜日または時間間隔
を選択し た場合 （日付ピ ッ カーまたは shift + ク リ ッ ク のコマン ド を使用）、 イベン ト および統計
パネルは、 この選択に関する全情報を表示し、 新しい統計が算出される と自動更新されます。
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図 60. イベン ト カ レンダーのページ
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ノ ー ド イベン ト リ ス ト

表示ア イ コ ンはその種類によ って イベン ト の重要度を表し ています。

正常 こ のイベン ト に関し ては、 UPS デバイ スが正常な状態へ復旧し ています。

UPS イベン ト リ ス ト ：

• デバイ ス と の通信が復旧されています

• UPS によ り 通信が復旧されま し た

• システムは商用電源によ って給電されています

• UPS の出力 ON

• UPS によ り 通信が復旧されま し た

• バッ テ リ  OK

• UPS が正常負荷に復旧し ています

• UPS OK

• バイパス ： UPS に復帰

• 低バッ テ リ ア ラームが終了

• コ ンセン ト グループ 1 が ON

• コ ンセン ト グループ 2 が ON

• 環境センサーによ る通信障害

• 環境センサーによ る通信復旧

• 湿度は正常範囲

• 温度は正常範囲

• 入力 No.x ON

• 入力 No.x OFF

• 警告ア ラームが終了

• 緊急ア ラームが終了

• 冗長性が復旧

• 保護が復旧
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 警告 UPS デバイ ス上で問題が発生し ま し た。 ご利用のアプ リ ケーシ ョ ンは引き続き保護され
ています。

UPS 警告イベン ト リ ス ト ：

• システムは UPS バッ テ リ によ って給電されています。

• 自動バイパスで出力

• 手動バイパスで出力

• 湿度が低し きい値を下回っています

• 湿度が高し きい値を上回っています

• 温度が低し きい値を下回っています

• 温度が高し きい値を上回っています

• 警告ア ラーム （デバイ スでは一般的な警告ア ラームが ON 設定されています）

• デバイ スはその負荷ア ラームのし きい値 を下回っています

• デバイ スはその負荷ア ラームのし きい値 を上回っています

• 電源保護の切断

• 冗長性の喪失

• < 時間 > 以内にシ ャ ッ ト ダウ ン し ます

• 遠隔通信エラー （遠隔通信または設定関連の問題が検出されま し た）

 緊急 UPS デバイ ス上に重大な問題が発生し ま し た。 この問題には緊急対策が必要です。 ご利
用のアプ リ ケーシ ョ ンは 「給電されていない」 可能性があ り ます。

• UPS 緊急イベン ト リ ス ト ：

• UPS の出力 OFF

• コ ンセン ト グループ 1 が OFF

• コ ンセン ト グループ 2 が OFF

• バッ テ リ 障害

• UPS の過負荷

• UPS 障害

• 低バッ テ リ ア ラーム

• アプ リ ケーシ ョ ンを直ちに停止し て く ださ い ...

• システムのシ ャ ッ ト ダウ ンが進行中です ...

• 緊急ア ラーム （デバイ スでは一般的な緊急ア ラームが ON 設定されています）
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 通信切断 通信が切断されま し た。

UPS 通信イベン ト リ ス ト ：

• デバイ ス またはアプ リ ケーシ ョ ン と の通信障害

デバイス ・ ウ ェ ブ ・ イ ン ターフ ェ ースの起動

オンボード のウ ェブサーバを含む Dell カード に関し ては、 ステータ スパネルから ウ ェブページへ
接続する こ と ができ ます。 http 接続 （青いア イ コ ン ） または https 接続 （黄色いア イ コ ン ）
の関連ウ ェブ リ ン ク を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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5
冗長性
こ の章は Dell UPS Local Node Manager (ULNM) 冗長性機能を説明し ます。

Dell ULNM はコ ンポジ ッ ト デバイ ス を管理し ます。 コ ンポジ ッ ト デバイ ス と は、 特定の冗長性ス
キーマ と専用の冗長性レベルを も った ノード から作られています。

注記 : 冗長性サプラ イは、 このソ フ ト ウェ ア リ リースでサポー ト されている唯一のコ ンポジ ッ ト 配列です。

こ の冗長性機能は 設定 > システム > モジュール設定 から有効にし ます （図 61 参照）。

Dell ULNM は次に複数の UPS に電源供給されている ローカルコ ンピ ュータ （コ ンポジ ッ ト デバ
イ ス） をシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。 .

図 61. モジュール設定編集ダイアログボ ッ クス

図 62 は電気冗長性冗長サプラ イ ト ポロ ジーを示し ます。 この場合、 2 つの UPS が 1 つまたは複
数のフ ィ ード サーバーに電源を供給し ます。

図 62. 冗長サプラ イ冗長性システム
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冗長性設定
冗長性の設定 ：

1 管理者ユーザープロ フ ァ イルでロ グ イ ン し ます。

2 2 つ以上の ノー ド を選択し ます。

3 図 63 に示されている よ う に、 コ ンポジ ッ ト デバイ スの設定を ク リ ッ ク し ます。 

図 63. ノ ー ド向けにコ ンポジ ッ ト デバイスの設定を選択する

4 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 デバイ ス名 と冗長性モード と レベルを指定し ます （図 64 参照） ：

• デバイ ス名 ： コ ンポジ ッ ト デバイ スのユーザー名

• 冗長性レベル ： システムに電源を供給し ている冗長 UPS の最小数。 デフ ォル ト 値は 0 で
す。 例えば、 2 つの UPS が N+1 モー ド で稼働し ている場合、 数字の l 1 を入力し ます。

注記 : このパラ メ ータ をよ り高いレベルに設定し た場合、 冗長 UPS が充分ない場合、 「冗長性が失われま し
た」 警告を受信し ます。

図 64. コ ンポジ ッ ト デバイスの設定ダイアログボ ッ クス
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次に、 新しい ノ ード が作成されます。

• 「オー ト デ ィ ス カバ リ 」 ノー ド リ ス ト に表示されます。

• 電源と し て選択する こ と ができ ます。

• デ ィ ス カバ リ 表示で選択し て、 次に 「コ ンポジ ッ ト デバイ スの設定」 メ ニュー項目で ク リ ッ ク
する こ と によ り 、 コ ンポジ ッ ト デバイ スのプロパテ ィ を編集する こ と ができ ます。

• コ ンポジ ッ ト デバイ スのコ ンポーネン ト を選択し、 再度 「コ ンポジ ッ ト デバイ スの設定」 メ
ニ ュー項目を ク リ ッ ク しする と、 既存のコ ンポジ ッ ト デバイ スのプロパテ ィ が表示され、 新し
いコ ンポジ ッ ト デバイ スが作成されないため、 コ ンポジ ッ ト デバイ スが複製される こ と はあ り
ません。

冗長性表示

電源表示のコ ンポジ ッ ト デバイス

冗長モジ ュールを有効にする と、 コ ンポジ ッ ト デバイ ス を電源 と し て選択する こ と ができ ます。
ユーザーは電源表示で表示する こ と ができ ます。

電源表示で、 パネルは関連データ と共に表示されます （ 図 65 参照）。

図 65. コ ンポジ ッ ト デバイスの電源表示
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電源コ ンポーネン ト サブ表示

冗長性モジ ュールが有効にな る と、 新しい電源コ ンポーネン ト 表示が電源表示のサブビ ューと し
て利用でき ます。 この表示は、 ノ ード一覧 と プロパテ ィ を表示し ます （ 図 66 参照）。

注記 : この表示は、 コ ンポジ ッ ト デバイスの場合、 選択し た電源のコ ンポーネン ト のみ表示し ます。

図 66. 電源コ ンポーネン ト サブ表示

冗長性利用の場合

こ のセ ク シ ョ ンは、 必要に応じ て、 冗長シ ャ ッ ト ダウ ンシーケン ス を適切に設定する助け と な
る、 い く つかの典型的なケース を説明し ます。

使用例 #1

冗長性設定によ り 、 最長バッ ク ア ッ プ時間を希望する場合

• 図 67 設定 > シャ ッ ト ダウン > シャ ッ ト ダウン設定の編集から利用可能な Dell ULNM デフ ォル
ト 設定を説明し ます。

• 図 68UPS > シャ ッ ト ダウン設定から利用可能な Dell ネ ッ ト ワーク管理カードデフ ォル ト
シ ャ ッ ト ダウ ン設定を説明し ます。
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図 67. シャ ッ ト ダウン設定の編集ダイアログボ ッ クス

図 68.Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド ウェ ブイ ン ターフ ェース
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使用例 #2

10 分 （事前定義） 後、 シ ャ ッ ト ダウ ンを希望する場合。 バッ テ リ ーに UPS が 1 つしかない場合
で も、 シ ャ ッ ト ダウ ンする必要があ る。

• こ の場合、 サーバーご と にそれぞれのシ ャ ッ ト ダ ウ ン タ イマーを設定する こ と ができ ます (10 
分、 8 分、 6 分 )。 10 分を事前定義するには、 シ ャ ッ ト ダウ ン設定編集ダ イ ア ロ グボ ッ ク スにお
いて、 シ ャ ッ ト ダウ ン タ イ マーを 10 分に設定し ます。

– 図 69 設定 > シ ャ ッ ト ダウン > シ ャ ッ ト ダウン設定の編集から利用可能な Dell ULNM デ
フ ォル ト 設定を説明し ます。

注記 : これは Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド のデフ ォル ト 設定です （前の使用例を参照し て く だ さい）。

図 69. シャ ッ ト ダウン設定の編集ダイアログボ ッ クス

使用例 #3

最後にユーテ ィ リ テ ィ の故障イベン ト が検出されてから 10 分後、 シ ャ ッ ト ダウ ンを開始し たい
と考えています。 この場合、 2 つの UPS があ り 、 その 1 つが冗長です。  さ らに、 すべてのサー
バーが同時にシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

• これがデフ ォル ト  Dell ULNM 設定です。 このシ ャ ッ ト ダウ ンを設定するには、 すべてのウ ェブ
/SNMP UPS カード に対し て、 シ ャ ッ ト ダウ ン タ イマーを 10 分に設定する必要があ り ます。 こ
の場合、 バッ テ リ ーで稼働し ている場合、 最後の UPS は 10 分後にシ ャ ッ ト ダウ ン命令を出し
ます。 最後の UPS がバッ テ リ ーで稼働する こ と がない場合、 最初の UPS はオー ト ノ ミ ーの最
後でシ ャ ッ ト ダウ ン し、 最後の UPS は容量があった場合、 負荷を引き受けます。 それ以外の場
合、 シ ャ ッ ト ダウ ンはそれよ り 早 く 起き ます。

– 図 70 は Dell ネ ッ ト ワーク管理カード  
UPS > シ ャ ッ ト ダウン設定 から利用可能な、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン設定を示し ます。
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図 70.Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド シャ ッ ト ダウンパラ メ ータ

使用例 #4

最後の UPS の残 り 時間が 10 分になった と き、 シ ャ ッ ト ダウ ンを希望し ます。 この場合、 サー
バーご と にそれぞれのシ ャ ッ ト ダウ ン タ イマーを設定する こ と ができ ます (10 分、 8 分、 3 分 )。

• Dell ULNM において 10 分のシ ャ ッ ト ダウ ン期間を設定する必要があ り ます。

– 図 71 は Dell UPS Local Node Manager デフ ォル ト 設定を示し、 これは
設定 > シ ャ ッ ト ダウン > シ ャ ッ ト ダウン設定の編集よ り 利用可能です。

注記 : これはウ ェ ブ / SNMP UPS カー ド （前の使用例を参照） 上のデフ ォル ト 設定です。

図 71. シャ ッ ト ダウン設定の編集ダイアログボ ッ クス
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6
Microsoft Hyper-V または Hyper-V サーバ付
き ULNM
Dell はお客様の全世界にあ る Microsoft 仮想プラ ッ ト フ ォーム上のビジネス コ ンテ ィ ニ ュ イ
テ ィ ーを最適化するハード ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの一流サプラ イ ヤで、 次に挙げる適切な起動お
よび滑らかなシ ャ ッ ト ダウ ンを最適化し ます ：

• 同じ物理マシン上でホス ト されている仮想マシン (VM) 

• Microsoft Hyper-V R1 および R2 または Hyper-V サーバーをホ ス ト する メ イ ンオペレーテ ィ ン
グシステム

Dell UPS Local Node Manager(ULNM) は以下に挙げる、 オペレーテ ィ ングシステムの電源イベン ト
に対する レ スポン ス を管理する、 Dell の ソ リ ューシ ョ ンです。

• Dell UPS に接続されている UPS 管理カー ド から継続的に情報を待ちます。

注記 :Dell ULNM はサーバーの電源である UPS から情報をま とめます。

• AC 電源の故障ばあ る場合は、 管理者およびユーザーに警告し ます。

• バッ テ リ バッ ク ア ッ プ電源がな く な る前にシステムをシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

• AC 電源が再起動し た ら、 マシンを再起動し ます。

注記 :Microsoft Hyper-V ( または Hyper-V Server) は VM シャ ッ ト ダウンおよび再起動機能を管理し、
Dell ULNM は VM のステータ スまたは移行に一切関係し ません。

ULNM 保護ソ フ ト ウ ェ アは、 メ イ ンオペレーテ ィ ングシステム上 （Hyper-V をホ ス ト ） にイ ン ス
ト ールし、 以下の メ リ ッ ト を提供し ます。

• 物理マシン上の Dell ULNM の展開だけで、 VM をすべて管理し ます

• サイ レ ン ト 実装が可能

• パーソナラ イ ズス ク リ プ ト 付き、 VM 設定のダ イナ ミ ッ ク管理

構成図は 図 72 をご覧 く だ さい。
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図 72.Hyper-V スキーマ用の Dell ULNM 設定

Hyper-V Manager 
Hyper-V Server R1, R2

Dell UPS Local Node Manager 

Dell コ ンピ ュータ

Dell UPS

メ イ ンオペレーテ ィ ングシステム ： 2008 Enterprise R2 x64 （Hyper-V をホス ト ）
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Dell によ り テス ト されたシ ャ ッ ト ダウ ン、 電気的シ ャ ッ ト ダウ ンおよび再起動機能によ り 、 冗長 
UPS 設定の仮想電源管理を評価し ます。 すべての操作が特定な状況のも と、 2 つのゲス ト オペ
レーテ ィ ングシステム [Windows Small Business Server (SBS) 2003 および Red Hat] を備えた 
VMware サーバーでテス ト され、 それには以下が含まれています ：

• UPS バッ テ リ ーが低い

• バッ テ リ ーバ ッ ク ア ッ プ時間に到達し た

• バッ テ リ ー放電時間に到達し た

テス ト される操作には次が含まれます ：

• VMware サーバーの安全なシ ャ ッ ト ダウ ン

• ゲス ト オペレーテ ィ ングシステムの安全のシ ャ ッ ト ダウ ン

• 電源イベン ト の通知または VMware サーバーへの UPS 警告

イ ンス ト ールの条件
こ のセ ク シ ョ ンは Dell ULNM を Microsoft Hyper-V アーキテ クチャにイ ン ス ト ールおよび、 イ ン
ス ト ール前の設定要件について説明し ます。

こ の手順は Microsoft Windows 2008 Enterprise R1、 R2 x64 を メ イ ンオペレーテ ィ ングシステム
（Hyper-V をホス ト ） と し て使用し、 検証されま し た。 Microsoft Hyper-V は以下のアプ リ ケー
シ ョ ンがイ ン ス ト ールされた状態で、 複数の VM をホス ト し ていま し た。

• Windows 2000 Server SP4 と  Advanced Server SP4 

• Windows Server 2003 x86/x64 R2 SP2

• Windows Server 2008 x86/x64 SP1/SP2

• Windows XP Professional SP2/SP3 と  x64 SP2 

• Windows Vista SP1/SP2 （Home エデ ィ シ ョ ン以外）

• Windows Seven x86/x64 （Home エデ ィ シ ョ ン以外、 Server 2008 R2 のみ）

• SUSE Linux Enterprise Server 10 SP2 & 11 

• Red Hat Enterprise Linux 5.2/5.3/5.4 x86/x64

• Dell ULNM for Windows

こ の手順は x64 マシンで稼働し ている Hyper-V サーバーを使用し て検証されま し た。 Microsoft 
Hyper-V は以下のアプ リ ケーシ ョ ンがイ ン ス ト ールされた状態で、 ホ ス ト し ていま し た。

• Windows Server SP4 と  Advanced Server SP4 

• Windows Server 2003 x86/x64 R2 SP2

• Windows Server 2008 x86/x64 SP1/SP2

• Windows XP Professional SP2/SP3 と  x64 SP2 

• Windows Vista SP1/SP2 （Home エデ ィ シ ョ ン以外）
Microsoft Hyper-V または Hyper-V サーバ付き ULNM 93
  



• Windows 7 x86/x64 （Home エデ ィ シ ョ ン以外、 Hyper-V Server R2 のみ）

• SUSE Linux Enterprise Server 10 SP2 & 11 

• Red Hat Enterprise Linux 5.2/5.3/5.4 x86/x64

• Dell ULNM for Windows

注記 : Hyper-V Server は RS-232 コ ミ ュニケーシ ョ ンポー ト をサポー ト し ません。 UPS を USB リ ン ク また
は Network リ ン ク を介し て接続し ます （オプシ ョ ンの H910P Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド）。

Hyper-V マネージャ /Hyper-V サーバー R1 と R2 設定要件

シ ャ ッ ト ダウ ン イベン ト に続 く 、 起動時の自動 OS 起動において、 物理マシンを設定し、 起動時
に自動 OS 起動を可能にする よ う 設定する必要があ り ます。 これはマシンの BIOS にあ り ます。
詳細は、 物理ハード ウ ェ アの特定ド キ ュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

注記 : Hyper-V を稼働するには、 仮想テ ク ノ ロジーを有効にする必要がある場合があり ます （マシンの 
BIOS で行う）。 これは CPU  情報 > 仮想テ ク ノ ロジー > 有効で行います。

ゲス ト コ ンポーネン ト サービスのイ ンス ト ール

Microsoft Guest Component Service によ り  Hyper-V はス ムーズに VM シ ャ ッ ト ダウ ンを行 う こ と
ができ ます。

Microsoft Guest Component Service のイ ン ス ト ール ：

1 Hyper-V コ ン ソールを開き、 VM を起動し ます。

2 ア ク シ ョ ン タブを選択し、 デ ィ ス ク イ ンテグレーシ ョ ンサービ ス を差し込みます。

3 サービ ス を イ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ールに成功し た こ と を確認するには、 VM の コ ン ト
ロールパネル > プログラムの追加 / 削除で ソ フ ト ウ ェアが利用可能であ る こ と を確認し ます。

サービス設定 

サービ ス を設定する

1 Hyper-V コ ン ソールを開き、 サービ スのイ ン ス ト ール先であ る VM を選択し ます。

2 右ク リ ッ ク し設定 > イ ンテグレーシ ョ ンサービスを選択し ます。

3 オペレーテ ィ ングシステムのシャ ッ ト ダウ ンチェ ッ ク ボ ッ ク ス をチェ ッ ク し ます （図 73 参照）。
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図 73. オペレーテ ィ ングシステムシャ ッ ト ダウンの設定
Microsoft Hyper-V または Hyper-V サーバ付き ULNM 95
  



Microsoft Hyper-V が起動し た と き、 各 VM の自動起動を有効にする ( 図 74):

1 Hyper-V マネージ ャから仮想マシン リ ス ト を選択し ます。

2 リ ス ト か ら VM . を選択し ます。

3 パラ メ ータ > 管理 > 自動ス ター ト アク シ ョ ンを選択し ます。

4 VM に対し て適切なパラ メ ータ を選択し ます。

図 74. 自動起動の設定
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Microsoft Hyper-V が停止し た と き、 各 VM が必ずス ムーズにシ ャ ッ ト ダウ ンする ( 図 75):

1 Hyper-V マネージ ャから仮想マシン リ ス ト を選択し ます。

2 リ ス ト か ら VM . を選択し ます。

3 パラ メ ータ > 管理 > 自動ス ト ッ プアク シ ョ ンを選択し ます。

4 VM に対し て適切なパラ メ ータ を選択し ます。

図 75. 自動スムーズシャ ッ ト ダウンの設定

注記 : Windows Hyper-V サーバーでは、 この設定はリ モー ト で行われます。
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MMC Microsoft コ ン ソールは Windows 2008 Server または Vista SP1 を稼働し ている リ モー ト コ ン
ピ ュータにイ ン ス ト ールされます ( 図 76)。

図 76.Hyper-V マネージャ
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Dell ULNM イ ンス ト ールの条件

 Dell ULNM イ ン ス ト ールの条件は、 “ イ ン ス ト ールの前提条件 ” ページ 14 に記載し ています。
“ 互換性 ” ページ 10 も参照し て く だ さい。

Dell ULNM ネ ッ ト ワーク設定の条件

ハード ウ ェ アエレ メ ン ト はすべて、 相互にダ イ ア ロ グが自由にでき る よ う に運用ネ ッ ト ワーク設
定が必要です。 以下のポー ト からの接続は、 主なオペレーテ ィ ングシステムのフ ァ イ ヤウ ォール
内で許可が必要です :

• tcp ポー ト  4679 および 4680 上の接続で、 Web ブラ ウザから監視および設定用の リ モー ト ア ク
セス を有効にする これらのポー ト は、 IANA (http://www.iana.org/) に保存されています。

• TCP ポー ト  80 を介する接続は、 ホ ス ト 先であ るマシン上のあて先ポー ト （出力用） と し て開
く 必要があ り ます Dell ULNM。 （これは Dell ULNM と  Dell ネ ッ ト ワーク管理カード間のコ ミ ュ
ニケーシ ョ ンを有効にする ためです）

メ イ ンオペレーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワークパラ メ ータ を設定するには、 オペレーテ ィ ング
システムのユーザーマニ ュ アルを参照し て く だ さい。

Dell ULNM イ ンス ト ール （Hyper-V Server と Windows Server 
2008）
 Dell ULNM を Hyper-V Server と  Windows Server 2008 にイ ン ス ト ールする ：

1 Dell のウ ェブサイ ト  (http://www.dellups.com/) から最新の Dell ULNM Windows バージ ョ ン
パッ ケージをダウ ン ロード し、 Dell ULNM の Windows バージ ョ ンを選択し ます。

2 パッ ケージをシステムにコ ピーし ます。

3 DOS Windows コマン ド からパッ ケージを実行し、 Dell UPS Local Node Manager Server 2008 フ ァ
イルを置いたデ ィ レ ク ト リ にナビゲー ト し ます。

4 ページ 14 ページから始ま る、こ の ド キ ュ メ ン ト のイ ン ス ト ールの章にあ る Dell ULNM イ ン ス
ト ール指示に従って く ださ い。

Dell ULNM と Hyper-V サーバー R1/R2 または Hyper-V マ
ネージャ を使用する 
こ のセ ク シ ョ ンはイ ン ス ト ール後、 Dell ULNM を Hyper-V サーバー R1 と  R2 または Hyper-V マ
ネージ ャ と共に使用する ための、 操作ク イ ッ ク リ フ ァ レ ン ス情報を提供し ます。 設定に関する章
の ページ 32 から始ま る、 操作情報の詳細があ り ます。

ローカルアクセス （ Windows 2008 上の Hyper-V マネージャ用）

– Dell ULNM のイ ン ス ト ール先であ る システムにおいて、 次のシ ョ ー ト カ ッ ト を使用する こ
と ができ ます。
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ス ター ト  > プログラム > Dell > UPS ローカルノ ー ド マネージャ >Dell UPS ローカルノ ー ド マ
ネージャ を開 く

リ モー ト アクセス （Windows 2008 上の Hyper-V サーバーまたは Hyper-V マネージャ）

– リ モー ト マシンで、 以下の URL の 1 つを Web ブ ラ ウザに入力し ます :

http://< ホス ト 先であ る コ ンピ ュータの IP ア ド レ ス または名前 Dell ULNM>:4679/

または

https://<Dell ULNM をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータ名または IP ア ド レ ス >:4680/

SSL モー ド

1 SSL モード で、 [ はい ] を ク リ ッ ク し て、 証書を許可し ます。

2 ロ グ イ ン ( 管理者 ) / パス ワード ( 管理者 ) は初期設定のア ク セスエン ト リ です。ロ グ イ ン と パス
ワード を入力し、 [ ロ グ イ ン ] を ク リ ッ ク し ます （図 77 を参照）。

図 77. ログイ ンページ

設定

起動し た ら、 アプ リ ケーシ ョ ンは以下の UPS の 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 オプシ ョ ンでデ ィ ス カバ
リ を自動的に実行し ます ：

• シ リ アルラ イ ン接続し た UPS (RS-232 または USB) 

RS-232 または USB 接続を通し て接続されている、 発見された UPS は、 自動的に電源と し
て割 り 当て られます。 状態ア イ コ ンは緑 です。

• 数秒以内にブロード キ ャ ス ト でネ ッ ト ワーク接続された UPS ( オプシ ョ ン H910P Dell ネ ッ
ト ワーク管理カード）。
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ネ ッ ト ワーク接続を通し て接続されている、 発見された UPS は、 電源 と し て自動的に割 り
当て られません。 ノード を選択し て、 [ 電源と して設定 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。 状態ア
イ コ ンが緑 にな り ます。

• 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 で発見された ノ ード は、 [ 設定 ] > [ 自動発見 ] で表示されます。

他の ノ ード については、 「範囲スキ ャ ン」 オプシ ョ ンを使用し て、 IP ア ド レ ス範囲に基づいて発
見を実行し ます。 「レ ンジスキ ャ ン」 を使用する と、 ネ ッ ト ワーク セグ メ ン ト 外の ノード や 「ク
イ ッ ク スキ ャ ン」 機能を使用し て発見する こ と ができ ない ノード を発見する こ と ができ ます。

その他の役に立つ設定操作 ：

• [ 設定 ] > [ シャ ッ ト ダウン ] を使用し て、ローカルコ ンピ ュータの電源と な る UPS の IP ア ド
レ ス を割 り 当てます。

• [ 設定 ] > [ ユーザー リ ス ト ] を使用し て、ロ グ イ ンおよびパス ワー ド エン ト リ からユーザー
にア ク セス権を割 り 当てます。

操作

表示 > 電源 （オプシ ョ ン） を使用し て、 Dell ULNM を実行し ているサーバーに電力を供給し てい
る UPS の現在の状態を監視し ます ( 図 78 を参照 )。
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図 78. 電源メ イ ンページ

イベン ト  > イベン ト リ ス ト の表示によ り 、 デバイ スのイベン ト を表示する こ と ができ ます
（図 79 を参照）。
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図 79. イベン ト リ ス ト ページ

参照

役に立つリ ン ク

• Dell ソ フ ト ウ ェ アダウ ン ロードページ ：

http://www.dellups.com

• Microsoft Hyper-V 参照文献

http://www.microsoft.com/windowsserver2008/en/us/hyperv.aspx

役に立つコ マン ド

次のコマン ド は有効は Windows サービ ス を一覧表示する ために役に立ちます。

• C:\net stat
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図 80.Net stat Windows コマン ド
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7
VMware ESX Server 4.0 /4.1 付き ULNM
 Dell UPS Local Node Manager (ULNM) は、 以下の とお り 、 電源イベン ト に対する IT システム応答
を自動化する DELL ソ リ ューシ ョ ンです :

• 入力 AC 電源状態を常にモニ タ リ ング し ます。

• AC 電源の故障があ る場合は、 管理者およびユーザーに警告し ます。

• バッ テ リ バッ ク ア ッ プ電源がな く な る前にシステムをシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

• AC 電源が再起動し た ら、 マシンを再起動し ます。

VMware は仮想マシン (VM) のシ ャ ッ ト ダウ ンおよび再起動を管理コ ン ソール、 または ESX 層で
ホステ ィ ング し たアプ リ ケーシ ョ ンから直接、 管理し ます。 Dell ULNM は vMA アプ リ ケーシ ョ ン
層上にイ ン ス ト ールし、 以下の特徴があ り ます ：

• 物理マシン上の Dell ULNM の展開だけで、 VM をすべて管理し ます

• サイ レ ン ト およびパーソナラ イ ズ展開に使用するのが Command Line Interface (CLI)Dell 
ULNM

• パーソナラ イ ズス ク リ プ ト 付き、 VM 設定のダ イナ ミ ッ ク管理

注記 : VMware vCenter をお使いの場合、 Dell ULNM を各 ESXi ホス ト にイ ンス ト ールする必要はあり ません。
この場合、 Dell ™ Multi-UPS Management Console® (MUMC) が、 vCenter 接続 1 つから複数の ESXi ホス ト
を管理できるエージ ェ ン ト レスソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 このタ イプのイ ンス ト ールについての
詳細は、 Dell MUMC ユーザーズガイ ド を参照し て く だ さい。

VMware アーキテ クチャの設定図は、 図 81 を参照し て く だ さい。
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図 81.Dell ULNM VMware Schema 用設定 

Dell は、 図 81 に記載の VMware 用ソ リ ューシ ョ ンを 3 つ用意し ています。

解決方法 1

こ の解決方法では、 ESX および ESXi ホ ス ト は、 vCenter が管理 ( 有料バージ ョ ンのみ ) し、 以下
の特長があ り ます :

• エージ ェ ン ト レ ス ホ ス ト 管理 ( Dell ULNM は各ホ ス ト にイ ン ス ト ールする必要はあ り ません )

• vMA 用の CLI プロ グ ラ ミ ングがないか、 不要

• 複数の ESX/ESXi サーバおよびホ ステ ィ ング された VM を静かに リ モー ト シ ャ ッ ト ダウ ン

• ホ ス ト を メ ンテナン スモー ド に設定可能 (vMotion の使用 )

• プ ラ グ イ ンは、 vCenter で作成し て、 中央管理 IT および電源管理に使用し ます。

• UPS イベン ト は、 vCenter から ア ク セスおよび設定でき ます。

ネ ッ ト ワーク

Dell UPS

サーバのシ ャ ッ ト ダウ
ンはホステ ィ ング し た 

Dell ULNM

サーバと VM は 
vCenter または 

vSphere ク ラ イアン ト
が管理し ます。

ESX および DELL ULNM

電源

 vMA 上の ESXi お
よび Dell ULNM 

vCenter およ
び Dell MUMC 

Server

Dell UPS

サーバと VM は 
vCenter または 

vSphere ク ラ イアン ト
が管理し ます。

サーバと VM は 
vCenter が管理し ます。

サーバおよび VM は 
vCenter、 DRS、

vMotion が管理し ます。

サーバのシ ャ ッ ト ダウ
ンはホステ ィ ング し た 

Dell ULNM

サーバのシ ャ ッ ト ダウ
ンはリ モー ト  Dell 

ULNM

DELL 電源管理およびリ モー
ト シ ャ ッ ト ダウン と リ モー ト

メ ンテナンス

ESXi または ESX
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解決方法 2

こ の ソ リ ューシ ョ ンでは、 ESX および ESXi ホ ス ト は vCenter が管理 ( 有料バージ ョ ンのみ ) せ
ず、 以下の特長があ り ます :

• Dell ULNM アプ リ ケーシ ョ ンは、 VIMA/vMA 各ホ ス ト 用にイ ン ス ト ールし ます。

• Dell ULNM 設定およびア ク シ ョ ンは、 Dell ™ Multi-UPS Management Console® Installation and 
Configuration User’s Guide ク ラ イ アン ト から中央管理でき ます。

• コマン ド ラ イ ンプロ グ ラ ミ ングがい く つか必要な場合があ り ます

• 複数の ESX/ESXi サーバおよびホ ステ ィ ング された VM を静かに リ モー ト シ ャ ッ ト ダウ ン

注記 : 有料バージ ョ ン イ ンついては、 VMware は、 VM シャ ッ ト ダウンプロ フ ィ ールの管理については、 未
許諾 ESXi 設備よ り優れています。 この制約を裂けるサー ドパーテ ィ の方法があり ますが、 本ユーザー
ガイ ド には記載し ていません。

解決方法 3

こ の解決方法は ESX ホ ス ト 専用 ( 有料または無償バージ ョ ン ) で、 以下の特長があ り ます :

• Dell ULNM アプ リ ケーシ ョ ンは、 各ホ ス ト にイ ン ス ト ールし ます (Windows または Linux VM の
いずれか )

• 各 ESX ホ ス ト およびホ ステ ィ ング された VM の静かな リ モー ト シ ャ ッ ト ダウ ン

• Dell ULNM 設定およびア ク シ ョ ンは、 Dell MUMC ク ラ イ アン ト から中央管理でき ます。

イ ンス ト ールの条件
こ のセ ク シ ョ ンでは、 Dell ULNM を VMware ESX アーキテ クチャにイ ン ス ト ールする前に、 イ ン
ス ト ールおよび設定の条件を説明し ます。

Dell は、 Dell ULNMESX Server 4.0/4.1 付きおよび VMware vSphere Client 4.0 付き遠距離管理ワー
ク ステーシ ョ ンに関する手順を評価し ています。

以下の条件が適用されます :

• ESX Server 3.5 は Dell ULNM と互換性があ り ません。 レガシー Dell UPS Management Software 
(DUMS) を使用し ます。

• ネ ッ ト ワーク から Dell UPS は、 ESX 上の Dell ULNM と 互換でき ます。

• RS-232 から、 DellUPS は、 ESX 上の Dell ULNM と 互換性があ り ます。

• VM を静かにシ ャ ッ ト ダウ ンでき る よ う に、 VMware ツール (VM) を各 VM にイ ン ス ト ールする
必要があ り ます。

VMware ESX Server 4.0 設定の条件

起動時に OS を自動ブー ト するには、 物理マシンを設定し て、 起動時に OS を自動ブー ト でき る
よ う にし ます。 こ の設定は、 お使いのマシンの BIOS にあ り ます。 詳細は、 各技術ハード ウ ェ ア
説明書を参照し て く だ さい。
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物理および仮想マシン間の相互作用を可能にするには、 VMware ツールを、 各 VM にイ ン ス ト ー
ルする必要があ り ます。 詳細は、 VMware ESX Server 説明書を参照し て く だ さい。

VMware ESX 起動時に VM を自動ブー ト するには :

• 仮想イ ンフ ラ ク ラ イ アン ト イ ン ターフ ェースから、仮想マシン起動 / シ ャ ッ ト ダウン > 設定 > 
プロパテ ィ  > システムで VM をス ター ト ・ 停止 の順に選択し、 [ 有効 ] にチェ ッ ク を入れま
す。

• プロパテ ィ ページで、 VM の起動順を定義でき ます。

– システムで VM をス ター ト ・ 停止 : 有効

– 初期設定時の起動遅延 : n 秒

– 初期設定時のシャ ッ ト ダウ ン遅延 : n 秒

– 起動順 : 自動起動

こ の設定は 図 82 で説明し ています。

図 82.vCenter ページ

Dell ULNM イ ンス ト ールの条件

Dell ULNM イ ン ス ト ールの条件は、 “ イ ン ス ト ールの前提条件 ” ページ 14 に記載し ています。 
“ 互換性 ” ページ 10 も参照し て く だ さい。
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Dell ULNM ネ ッ ト ワーク設定の条件

ハード ウ ェ アエレ メ ン ト はすべて、 相互にダ イ ア ロ グが自由にでき る よ う に運用ネ ッ ト ワーク設
定が必要です。 以下のポー ト からの接続は、 主なオペレーテ ィ ングシステムのフ ァ イ ヤウ ォール
内で許可が必要です :

• tcp ポー ト  4679 および 4680 上の接続で、 Web ブラ ウザから監視および設定用の リ モー ト ア ク
セス を有効にする これらのポー ト は、 IANA (http://www.iana.org/) に保存されています。

• TCP ポー ト  80 経由の接続はマシンホステ ィ ングの宛先ポー ト （出力用） と し て開 く 必要があ
り ます Dell ULNM 

 Dell ULNM および Dell ネ ッ ト ワーク管理カード ( フ ァ イヤウ ォール用のコマン ド ラ イ ン ) の間で
通信を有効にするには :

esxcfg-firewall -o 4679,tcp, in,DELLhttp

esxcfg-firewall -o 4680,tcp, in,DELLhttps 

esxcfg-firewall -o   80,tcp,out,http

esxcfg-firewall -o 5000,tcp,out,DELLinit

esxcfg-firewall -o 4679,udp, in,DELLhttpU

esxcfg-firewall -o 4680,udp, in,DELLhttpsU

•  Dell ULNM および Dell UPS ネ ッ ト ワーク管理カード ( フ ァ イヤウ ォール用コマン ド ラ イ ン 2)間
の通信を有効にするには :

esxcfg-firewall -o  161,udp, in,DELL-ULNM

esxcfg-firewall -o  200,udp, in,DELL-ULNM

esxcfg-firewall -o 2844,udp, in,DELL-ULNM

esxcfg-firewall -o 2845,udp, in,DELL-ULNM

esxcfg-firewall -o  161,udp,out,DELL-ULNM

esxcfg-firewall -o  200,udp,out,DELL-ULNM

esxcfg-firewall -o 2844,udp,out,DELL-ULNM

esxcfg-firewall -o 2845,udp,out,DELL-ULNM

注記 : VMware ESX Server をネ ッ ト ワーク用に設定するには、 VMware ESX ユーザーズマニュアルを参照し
て く だ さい。
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Dell ULNM イ ンス ト ール (VMware ESX Server 4.0、 4.1)
 Dell ULNM を VMware ESX Server 4.0、 4.1 にイ ン ス ト ールするには :

1  Dell ULNM の最新バージ ョ ンは、 http://www.dellups.com/ から ダウ ン ロード し ます。

注記 : Dell ULNM の最新バージ ョ ンをダウンロー ド する場合、 ESX Server を自動検出し、 シャ ッ ト ダウ
ン コマン ド スク リ プ ト を生成し ます。 この shutdown.sh スク リ プ ト は <installation 
folder>/bin/tools, に、 デフ ォル ト では、 /usr/local/DELL/UPSLocalNodeManager/bin/virt_tools/ に
イ ンス ト ールされます。

2  ネ ッ ト ワーク ソ リ ューシ ョ ンを選択し ます。

3 オペレーテ ィ ングシステム と し て Linux - VMWare ESX を選択し ます。

4 versionulnm-linux-x_xx_xxx-i386.run と い う 名称の Linux ジェネ リ ッ クバージ ョ ン (Dell UPS Local 
Node Manager Linux x86 コ ン ソール ) をダウ ン ロード し ます。

注記 :  .rpm パッ ケージを使用し て、 イ ンス ト ールできます。 Web ページで、 実行に最適なパッ ケージを選
択し ます。 例えば、 rpm is パッ ケージに必要な唯一のイ ンス ト ールコマン ドは “rpm -ivh ulnm-linux-
x_xx_xxx-i386.rpm” です。

5 パッ ケージを VMware ESX 環境に SCP ク ラ イ アン ト で、 ア ッ プロード し ます。 ( ウ イ ン ド ウ環
境の例 : WinSCP.)

6 SSH で VMware server に接続し ます。( ウ イ ン ド ウ環境の例 : Putty) VMware ESX で実行およびイ
ン ス ト ールする権利が必要です。 詳細は、 VMware ESX を参照し て く だ さい。

7 ア ッ プロード フ ォルダに、 以下の入力し て、 実行権をパッ ケージに追加し ます :

chmod 755 ulnm-linux-x_xx_xxx-i386.run.

イ ン ス ト ールフ ァ イルを SAN 内の共有 vmfs リ ソースに保存する場合、 イ ン ス ト ーラーを起動
し た ら、以下のよ う なエラー メ ッ セージが出る こ と があ り ます : /ulnm-linux-x_xx_xxx-i386.run: 
cannot execute binary file

これが発生し た ら、 イ ン ス ト ールソース を ESX server のローカル ド ラ イブにコ ピーし ます。

8 以下を入力し て Dell ULNM を イ ン ス ト ールし ます :

./ulnm-linux-x_xx_xxx-i386.run -install -silent

サイ レン ト イ ンス ト ール

サイ レ ン ト  Dell ULNM イ ン ス ト ールプロセスについては “ サイ レ ン ト イ ン ス ト ール ” ページ 26
を参照し て く だ さい。

1 完了し た ら、 以下の う ち 1 つを入力し、 Web ブラ ウザから Dell ULNM に接続し ます :

• HTTP ア ク セスについては : http://<@IP-or-name-of-ESX>:4679 

• HTTPS ア ク セスについては : https://<@ IP-or-name-of- ESX>:4680

2  Dell ULNM イ ン ターフ ェースが表示されます。
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ESX Server 4.0/4.1 用 VMware 付き ULNM の使用
こ のセ ク シ ョ ンでは、 イ ン ス ト ール完了後の ESX Server 4.0 および 4.1 用 VMware での Dell 
ULNM の使用に関する ク リ ッ ク レ フ ァ レ ン ス運用情報を説明し ます。 運用情報の詳細は、 第 3 章
以降で説明し ます。

リ モー ト アクセス (VMware ESX Server 4.0、 4.1 用 )

– リ モー ト マシンで、 以下の URL の 1 つを Web ブ ラ ウザに入力し ます :

http://<Dell ULNM をホス ト し ている コ ン ピ ューター名または IP ア ド レ ス >:4679/

または

https://<Dell ULNM をホ ス ト し ている コ ン ピ ューター名または IP ア ド レ ス >:4680/

SSL モー ド

1 SSL モード で、 [ はい ] を ク リ ッ ク し て、 証書を許可し ます。

2 ロ グ イ ン ( 管理者 ) / パス ワード ( 管理者 ) は初期設定のア ク セスエン ト リ です。ロ グ イ ン と パス
ワード を入力し、 [ ロ グ イ ン ] を ク リ ッ ク し ます （図 83 を参照）。

図 83. ログイ ンページ

設定

起動し た ら、 アプ リ ケーシ ョ ンは以下の UPS の 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 オプシ ョ ンでデ ィ ス カバ
リ を自動的に実行し ます ：

• シ リ アルラ イ ン接続し た UPS (RS-232 または USB) 

RS-232 または USB 接続を通し て接続されている、 発見された UPS は、 自動的に電源と し
て割 り 当て られます。 状態ア イ コ ンは緑 です。
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• 数秒以内にブロード キ ャ ス ト でネ ッ ト ワーク接続された UPS ( オプシ ョ ン H910P Dell ネ ッ
ト ワーク管理カード )

ネ ッ ト ワーク接続を通し て接続されている、 発見された UPS は、 電源 と し て自動的に割 り
当て られません。 ノード を選択し て、 [ 電源と して設定 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。 状態ア
イ コ ンが緑 にな り ます。

• 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 で発見された ノ ード は、 [ 設定 ] > [ 自動発見 ] で表示されます。

他の ノ ード については、 「範囲スキ ャ ン」 オプシ ョ ンを使用し て、 IP ア ド レ ス範囲に基づいて発
見を実行し ます。 「範囲スキ ャ ン」 を使用する こ と で、 ネ ッ ト ワーク セグ メ ン ト 外にあ る ノード
および 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 機能を使用し てデ ィ ス カバに互換性がない ノード を発見し ます。

•  [設定] > [ シャ ッ ト ダウン ] を使用し て、ローカルコ ンピ ュータの電源と な る UPSのIP ア ド
レ ス を割 り 当てます。

•  [ 設定 ] > [ ユーザーリ ス ト ] を使用し て、ロ グ イ ンおよびパス ワー ド エン ト リ からユーザー
にア ク セス権を割 り 当てます。

操作

表示 > 電源 （オプシ ョ ン） を使用し て、 Dell ULNM を実行し ているサーバーに電力を供給し てい
る UPS の現在の状態を監視し ます ( 図 84 を参照 )。

図 84. 電源メ イ ンページ

イベン ト  > イベン ト リ ス ト の表示によ り 、 デバイ スのイベン ト を表示する こ と ができ ます
（図 85 を参照）。
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図 85. イベン ト リ ス ト ページ

参照

VMware ESX Server の参照文献は、 VMware Web サイ ト でご覧いただけます :

http://www.VMware.com/support/pubs/vi_pubs.html

VMware ツールの参照文献は、 VMware ツールのイ ン ス ト ールでご覧いただけます :

基本システム管理 ESX Server および vSphere ク ラ イ アン ト マニ ュ アルは 「WMWare ツールのイ
ン ス ト ール と ア ッ プグレー ド」 の章にあ り ます。

注記 : 適切なマニュアルバージ ョ ンを使用し ます。
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8
VMware ESXi Server 4.0/4.1/5.0 付き ULNM
 Dell UPS Local Node Manager (ULNM) は、 以下の とお り 、 電源イベン ト に対する IT システム応答
を自動化する DELL ソ リ ューシ ョ ンです :

• 入力 AC 電源状態を常にモニ タ リ ング し ます。

• AC 電源の故障があ る場合は、 管理者およびユーザーに警告し ます。

• バッ テ リ バッ ク ア ッ プ電源がな く な る前にシステムをシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

• AC 電源が再起動し た ら、 マシンを再起動し ます。

VMware ESXi には、 管理コ ン ソールがな く 、 そのマシン上で Dell ULNM を イ ン ス ト ールでき ませ
ん。 ただし、 Dell ULNM を VMware Infrastructure Management Assistant (VIMA) バージ ョ ン 1.0、 ま
たは vSphere Management Assistant (vMA) バージ ョ ン 4.0 上にイ ン ス ト ールする こ と ができ ます。
その利用によ り 、 VMware ESXi を UPS および電源異常の際に管理およびシ ャ ッ ト ダウ ンでき ま
す。

また、 ESXi を設定し て、 ゲス ト オペレーテ ィ ングシステムを安全に一時停止またはシ ャ ッ ト ダ
ウ ンする こ と も でき ます。 こ う する こ と で、 1 つのゲス ト オペレーテ ィ ングシステム (VIMA、
vMA) 上に Dell ULNM シ ャ ッ ト ダウ ンエージェ ン ト が 1 つだけ存在する こ と にな り ます。

 Dell ULNM ク ラ イ アン ト を VIMA、 vMA に各仮想マシン (VM) の代わ り にイ ン ス ト ールするに
は、 以下の利点があ り ます :

• VIMA/ vMA に 1 バイナ リ の Dell ULNM ク ラ イ アン ト のみで VM をすべて管理し ます。

• パーソナラ イ ズス ク リ プ ト 付き VM 設定のダ イナ ミ ッ ク管理 

VMware アーキテ クチャの設定図は、 図 86 を参照し て く だ さい。
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図 86.Dell ULNM VMware Schema 用設定 

Dell は、 図 86 に記載の VMware 用ソ リ ューシ ョ ンを 3 つ用意し ています。

解決方法 1

こ の解決方法では、 ESX および ESXi ホ ス ト は、 vCenter が管理 ( 有料バージ ョ ンのみ ) し、 以下
の特長があ り ます :

• エージ ェ ン ト レ ス ホ ス ト 管理 ( Dell ULNM は各ホ ス ト にイ ン ス ト ールする必要はあ り ません )

• vMA には Command Line Interface (CLI) プロ グ ラ ミ ング も な く 、 また不要

• 複数の ESX/ESXi サーバおよびホ ステ ィ ング された VM を静かに リ モー ト シ ャ ッ ト ダウ ン

• ホ ス ト を メ ンテナン スモー ド に設定可能 (vMotion の使用 )

• プ ラ グ イ ンは、 vCenter で作成し て、 中央管理 IT および電源管理に使用し ます。

• UPS イベン ト は、 vCenter から ア ク セスおよび設定でき ます。

ネ ッ ト ワーク

Dell UPS

サーバのシ ャ ッ ト ダウ
ンはホステ ィ ング し た 

Dell ULNM

サーバと VM は 
vCenter または 

vSphere ク ラ イアン ト
が管理し ます。

ESX および DELL ULNM

電源

 vMA 上の ESXi お
よび Dell ULNM 

vCenter およ
び Dell MUMC 

Server

Dell UPS

サーバと VM は 
vCenter または 

vSphere ク ラ イアン ト
が管理し ます。

サーバは vCenter が管
理し ます。

サーバおよび VM は 
vCenter、 DRS、

vMotion が管理し ます。

サーバのシ ャ ッ ト ダウ
ンはホステ ィ ング し た 

Dell ULNM

サーバのシ ャ ッ ト ダウ
ンはリ モー ト  Dell 

MUMC

DELL 電源管理およびリ モー
ト シ ャ ッ ト ダウン と リ モー ト

メ ンテナンス

 ESXi または ESX
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解決方法 2

こ の ソ リ ューシ ョ ンでは、 ESX および ESXi ホ ス ト は vCenter が管理 ( 有料バージ ョ ンのみ ) せ
ず、 以下の特長があ り ます :

• Dell ULNM アプ リ ケーシ ョ ンは、 VIMA/vMA 各ホ ス ト 用にイ ン ス ト ールし ます。

• Dell ULNM 設定およびア ク シ ョ ンは、 Dell ™ Multi-UPS Management Console® Installation and 
Configuration User’s Guide ク ラ イ アン ト から中央管理でき ます。

• CLI プロ グ ラ ミ ングがい く つか必要な こ と があ り ます。

• 複数の ESX/ESXi サーバおよびホ ステ ィ ング された VM を静かに リ モー ト シ ャ ッ ト ダウ ン

注記 : 有料バージ ョ ンでは、 VMware は未許諾の ESXi イ ンス ト ールにおいて VM シャ ッ ト ダウンプロ
フ ィ ール管理の能力を抑制し ます。 この制約を避けるサー ドパーテ ィ の方法があり ますが、 本ユー
ザーガイ ド には記載し ていません。

解決方法 3

こ の解決方法は ESX ホ ス ト 専用 ( 有料または無償バージ ョ ン ) で、 以下の特長があ り ます :

• Dell ULNM アプ リ ケーシ ョ ンは、 各ホ ス ト にイ ン ス ト ールし ます (Windows または Linux VM の
いずれか )

• 各 ESX ホ ス ト およびホ ステ ィ ング された VM の静かな リ モー ト シ ャ ッ ト ダウ ン

• Dell ULNM 設定およびア ク シ ョ ンは、 Dell MUMC ク ラ イ アン ト から中央管理でき ます。

注記 : この解決方法は、 vCenter サーバで稼働する大型イ ン フ ラに最適です。 この解決方法の詳細は、 Dell 
MUMC ユーザーズガイ ド に記載されています。

イ ンス ト ールの条件
こ のセ ク シ ョ ンでは、 Dell ULNM を VIMA または vMA にイ ン ス ト ールする前に、 イ ン ス ト ール
および設定の条件を説明し ます。

Dell ULNM ク ラ イ アン ト は、 2 つのゲス ト オペレーテ ィ ングシステム (Windows Server 2003 R2 お
よび Red Hat 5.4) があ る VMware 仮想化サーバで、 以下の点をテス ト 済みです :

• 電源イベン ト

• シ ャ ッ ト ダウ ン

• ローバ ッ テ リ

• リ ブー ト

• Dell ULNM VMware ESXi アーキテ クチャ上
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以下の条件が適用されます :

• VMware ESXi Server 機を起動し て稼働

• ESXi 有料バージ ョ ンのみこ の解決方法が対応し ています。

• VMware Infrastructure Management Assistant VIMA 1.0 または vSphere Management Assistant (vMA 
4.0 または 5.0) をゲス ト と し て イ ン ス ト ール済み

• Sphere ク ラ イ アン ト を別のマシン上で VMware ESXi Server 設定にイ ン ス ト ール済み

• Dell ULNM パ ッ ケージ 

• イ ン ス ト ールおよび設定用 SSH ク ラ イ アン ト

• SCP ク ラ イ アン ト でパッ ケージを VIMA/vMA にア ッ プロード

• VMware ツールを各 VM にイ ン ス ト ール済み

注記 : オプシ ョ ンの H901P Dell ネ ッ ト ワーク管理カー ド 付き DELL UPS は、 ESXi 上の Dell ULNM と互換性
があ り ます。

注記 : Dell UPS の ESXi ホス ト 付き RS-232 /USB 接続は、 サポー ト し ていません。

VMware のないバージ ョ ンは、 ホ ス ト シ ャ ッ ト ダウ ンプロ フ ィ ールを管理する Dell ULNM などの
アプ リ ケーシ ョ ン よ り 機能上優れています。 この状況を解決でき るサード パーテ ィ ス ク リ プ ト が
あ り ますが、 このユーザーガイ ド ではサポー ト し ていません。 またフ リ ー ESXi ラ イセン ス使用
の規約に抵触する こ と があ り ます。

注記 : ESXi ホス ト マシン上での VIMA または vMA のダウンロー ド およびイ ンス ト ールに関する詳細は、
http://www.vmware.com/support/developer/vima/ をご覧 く ださい。

VMware ESXi Server 4,0/4,1/5,0 設定の条件

起動時に OS を自動ブー ト するには、 物理マシンを設定し て、 起動時に OS を自動ブー ト でき る
よ う にし ます。 こ の設定は、 お使いのマシンの BIOS にあ り ます。 詳細は、 各技術ハード ウ ェ ア
説明書を参照し て く だ さい。

物理および仮想マシン間の相互作用を可能にするには、 VMware ツールを、 各 VM にイ ン ス ト ー
ルする必要があ り ます。 詳細は、 VMware ESX Server 説明書を参照し て く だ さい。

以下の手順は、 VIMA/vMA シ ャ ッ ト ダウ ンおよび起動プロパテ ィ の設定について説明し ていま
す :

1 Virtual Infrastructure Client イ ン ターフ ェースで、 最上部の ESXi ホ ス ト サーバを左側ツ リ ー
階層 ( 図 87 を参照 ) から選択し ます。

図 87. 階層の選択
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2 設定タブを選択し ます ( 図 88 を参照 )。

図 88.VMware 設定タ ブ

3  [ 仮想マシン起動 / シャ ッ ト ダウ ン ] ( 図 89 を参照 ) を選択し ます。 右端の [ プロパテ ィ ] を ク
リ ッ ク し ます。

図 89. プロパテ ィ パネル
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図 90. 仮想マシン起動およびシャ ッ ト ダウン

4 VIMA/vMA ゲス ト マシンを選択し、 [ 編集 ] を、 図 90 の とお り 、 選択し ます。

起動設定

• [ 指定設定を使用 ] を ク リ ッ ク し ます。

• 起動遅延を設定 - 120 秒

シ ャ ッ ト ダウン設定

• [ 指定設定を使用 ] を ク リ ッ ク し ます。

• シ ャ ッ ト ダウ ン遅延 - 120 秒

VMware ESXi 起動の他のゲス ト マシンの VM 自動ブー ト 用 ：

• 仮想イ ンフ ラ ク ラ イ アン ト イ ン ターフ ェースから、[ 仮想マシン起動 / シャ ッ ト ダウン > 設定 
> プロパテ ィ  > システムで VM をス ター ト ・ 停止 ] の順に選択し、 [ 有効 ] をチェ ッ ク し ます。

• プロパテ ィ ページで、 VM の起動順を定義でき ます ：

– システムで VM をス ター ト ・ 停止 : 有効

– 初期設定時の起動遅延 : n 秒

– 初期設定時のシャ ッ ト ダウ ン遅延 : n 秒

– 起動順 : 自動起動
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Dell ULNM イ ンス ト ールの条件

 Dell ULNM イ ン ス ト ールの条件は、 “ イ ン ス ト ールの前提条件 ” ページ 14 に記載し ています。 “
互換性 ” ページ 10 も参照し て く だ さい。

Dell ULNM ネ ッ ト ワーク設定の条件

ハード ウ ェ アエレ メ ン ト はすべて、 相互にダ イ ア ロ グが自由にでき る よ う に運用ネ ッ ト ワーク設
定が必要です。

注記 :vMA 5 (Suse OS) には、 フ ァ イヤウォール設定は不要です。

vMA フ ァ イヤウ ォールが以下を認証する こ と を、 特に確認し ます ：

• tcp ポー ト  4679 および 4680 上の接続で、 Web ブラ ウザから監視および設定用の リ モー ト ア ク
セス を有効にする これらのポー ト は、 IANA (http://www.iana.org) に保存されています。

• TCP ポー ト  80 経由の接続  Dell ULNM をホ ステ ィ ングするマシン上の宛先ポー ト （出力用） と
し て開 く 必要があ り ます。

この手順は vMA 5 (Suse OS) には不要です。

•  Dell ULNM と  Dell Dell ネ ッ ト ワーク管理カード の間の通信を有効にする

sudo iptables -I OUTPUT -p tcp --dport   80 -j ACCEPT

sudo iptables -I OUTPUT -p tcp --dport 5000 -j ACCEPT

sudo iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4679 -j ACCEPT

sudo iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4680 -j ACCEPT 

sudo iptables -I INPUT  -p udp --dport 4679 -j ACCEPT 

sudo iptables -I INPUT  -p udp --dport 4680 -j ACCEPT

•  Dell ULNM と オプシ ョ ンの Dell UPS ネ ッ ト ワーク管理カー ド の間の通信を有効にする :

sudo iptables -I INPUT  -p udp --dport  161 -j ACCEPT

sudo iptables -I INPUT  -p udp --dport  200 -j ACCEPT

sudo iptables -I INPUT  -p udp --dport 2844 -j ACCEPT

sudo iptables -I INPUT  -p udp --dport 2845 -j ACCEPT

sudo iptables -I OUTPUT -p udp --dport  161 -j ACCEPT

sudo iptables -I OUTPUT -p udp --dport  200 -j ACCEPT

sudo iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2844 -j ACCEPT

sudo iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2845 -j ACCEPT
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The following step is not needed on vMA 5 (Suse OS)

• 以下のコマン ド を使用し て、 フ ァ イ ヤウ ォール設定を保存し ます :

注記 : このコマン ド では、 -I ( 挿入 ) オプシ ョ ンを提案し ますが、 -A ( 補足 ) も使用できます。 ま った く 同
じ コマン ド ではあり ません。 最適なコ マン ド については、 フ ァ イヤウォール説明書を参照し て く だ さ
い。

> service iptables 保存

注記 : VMware ESXi Server をネ ッ ト ワーク用に設定するには、 ユーザーズマニュアルを参照し て く だ さい。

Dell ULNM イ ンス ト ール (VMware ESXi 4.0/ 4.1/5.0)
VIMA または vMA 上で Dell ULNM に Dell ULNM を、 および VMware ESXi アーキテ クチャの
シ ャ ッ ト ダウ ンエージェ ン ト と し て イ ン ス ト ールするには ：

1  Dell ULNM の最新バージ ョ ンは、 http://www.dellups.com/ から ダウ ン ロード し ます。

注記 : Dell ULNM の最新バージ ョ ンをダウンロー ド する場合、 ESXi Server を自動検出し、 シャ ッ ト ダウン
コマン ド スク リ プ ト を生成し ます。 この shutdown.sh スク リ プ ト は <installation folder>/bin/ に、 デフ ォ
ル ト では、 /usr/local/DELL/UPSLocalNodeManager/bin/ にイ ンス ト ールされます。

2  ネ ッ ト ワーク ソ リ ューシ ョ ンを選択し ます。

3 オペレーテ ィ ングシステム と し て VMware を選択し ます。

4 ulnm-linux-x.x.xxx.x86_64.rpm と い う 名称の ESXi 用 Linux バージ ョ ン (Dell UPS Local Node 
Manager Linux x86 コ ン ソール ) をダウ ン ロード し ます。

5 パッ ケージを VIMA/vMA 環境に SCP ク ラ イ アン ト で、 ア ッ プロード し ます。

6 SSH で vMA に接続し ます プロ グ ラ ムを VIMA/vMA 上で実行およびイ ン ス ト ールする権利が必
要です。 詳細は、 VMware 説明書を参照し て く だ さい。

注記 : イ ンス ト ーラー使用開始時にルー ト ユーザーではないバイア、 エラー 「 ト ラ ンザクシ ョ ンロ ッ ク を
作成できません」 が表示される こ とがあり ます。 この問題を解決するには、 “sudo -s” を入力し、 ルー
ト コ ン ソールを取得し て、 イ ンス ト ーラーを も う一度実行し ます。

7 以下を入力し て Dell ULNM を イ ン ス ト ールし ます :

[vma ~]$ rpm -i ulnm-linux-x.xx.xxx-x.x86_64.rpm

サイ レン ト イ ンス ト ール

サイ レ ン ト  Dell ULNM イ ン ス ト ールプロセスについては “ サイ レ ン ト イ ン ス ト ール ” ページ 26
を参照し て く だ さい。

1 完了し た ら、 以下の う ち 1 つを入力し、 Web ブラ ウザから Dell ULNM に接続し ます :

• HTTP ア ク セスについては : http://<@IP-or-name-of-vMA>:4679 

• HTTPS ア ク セスについては : https://<@ IP-or-name-of- vMA>:4680

2  Dell ULNM イ ン ターフ ェースが表示されます。
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ESXi Server 4,0/4,1/5,0 用 VMware 付き Dell ULNM の使用 
こ のセ ク シ ョ ンでは、 イ ン ス ト ール完了後の ESXi Server 4.0、 4.1 および 5.0 用 VMware での Dell 
ULNM の使用に関する ク リ ッ ク レ フ ァ レ ン ス運用情報を説明し ます。 運用情報の詳細は、 第 3 章
以降で説明います。

リ モー ト アクセス (VMware ESXi Server 4.0/ 4.1/5.0 用 )

1 リ モー ト マシンで、 以下の URL の 1 つを Web ブラ ウザに入力し ます :

http://<Dell ULNM をホ ステ ィ ングする VMA の名称または IP ア ド レ ス >:4679/

または

http://<Dell ULNM をホ ステ ィ ングする VMA の名称または IP ア ド レ ス >:4679/

SSL モー ド

1 SSL モード で、 [ はい ] を ク リ ッ ク し て、 証書を許可し ます。

2 ロ グ イ ン ( 管理者 ) / パス ワード ( 管理者 ) は初期設定のア ク セスエン ト リ です。ロ グ イ ン と パス
ワード を入力し、 [ ロ グ イ ン ] を ク リ ッ ク し ます （図 91 を参照）。

図 91. ログイ ンページ

設定

1 起動し た ら、 アプ リ ケーシ ョ ンは以下の UPS の 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 オプシ ョ ンでデ ィ ス カ
バ リ を自動的に実行し ます ：

• 数秒以内にブロード キ ャ ス ト でネ ッ ト ワーク接続された UPS ( オプシ ョ ン H910P Dell ネ ッ
ト ワーク管理カード）。
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ネ ッ ト ワーク接続を通し て接続されている、 発見された UPS は、 電源 と し て自動的に割 り
当て られません。 ノード を選択し て、 [ 電源と して設定 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。 状態ア
イ コ ンが緑 にな り ます。

• 「ク イ ッ ク スキ ャ ン」 で発見された ノ ード は、 [ 設定 ] > [ 自動発見 ] で表示されます。

2 他の ノード については、 「範囲スキ ャ ン」 オプシ ョ ンを使用し て、 IP ア ド レ ス範囲に基づいて
発見を実行し ます。

• 「範囲スキ ャ ン」 を使用する こ と で、 ネ ッ ト ワーク セグ メ ン ト 外にあ る ノー ドおよび 「ク
イ ッ ク スキ ャ ン」 機能を使用し てデ ィ ス カバに互換性がない ノ ード を発見し ます。

•  [設定] > [ シャ ッ ト ダウン ] を使用し て、ローカルコ ンピ ュータの電源と な る UPSのIP ア ド
レ ス を割 り 当てます。

•  [ 設定 ] > [ ユーザーリ ス ト ] を使用し て、ロ グ イ ンおよびパス ワー ド エン ト リ からユーザー
にア ク セス権を割 り 当てます。

3 シ ャ ッ ト ダウ ン設定を編集し、 シ ャ ッ ト ダウ ン タ イプのス ク リ プ ト 値を使用し ます。 　 シャ ッ
ト ダウ ンス ク リ プ ト フ ィ ール ド では、 以下のラ イ ンの う ち 1 つを記入し ます ( 図 92 を参照 ):

•  Dell UPS Local Node Manager - リ リ ース 1 ( バージ ョ ン 01.02.0006):

bin/shutdownESXi.pl --server @ServerIP/Name --username Server_username --password 
Server_Password

• Dell UPS Local Node Manager - リ リ ース 2 ( バージ ョ ン 01.04.0007):

perl bin/virt_tools/shutdownESXi.pl --server @ServerIP/Name --username Server_username -
-password Server_Password

4 以下のパラ メ ータ をお使いの環境別の情報で修正し ます :

• @ServerIP/ 名称 :ESXi Server の IP (10.1.0.250 など )

• サーバユーザー名 : ESXi Server の管理ユーザー名

• Server_Password: 管理ユーザーのパス ワード
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図 92. シャ ッ ト ダウン設定編集ページ
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操作

表示 > 電源 （オプシ ョ ン） を使用し て、 Dell ULNM を実行し ているサーバーに電力を供給し てい
る UPS の現在の状態を監視し ます ( 図 93 を参照 )。

図 93. 電源メ イ ンページ
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イベン ト  > イベン ト リ ス ト の表示によ り 、 デバイ スのイベン ト を表示する こ と ができ ます
（図 94 を参照）。

図 94. イベン ト リ ス ト ページ

参照

• VMware ESX Server の参照文献は、 VMware Web サイ ト でご覧いただけます :

http://www.VMware.com/support/pubs/vi_pubs.html

• VMware ESX Server の参照文献は、 VMware Web サイ ト でご覧いただけます :

http://www.VMware.com/support/pubs/vi_pubs.html

• ESX/ESXi ホ ス ト マシン上での VIMA または vMA のダウ ン ロードおよびイ ン ス ト ールに関する詳
細は、 http://www.vmware.com/support/developer/vima/ をご覧 く ださ い。
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9
Xen 仮想化アーキテ クチャ付き ULNM
 Dell UPS Local Node Manager (ULNM) は、 カード またはプロ キシ経由で、 ネ ッ ト ワーク で接続さ
れた Dell UPS および PDU を発見し て監視し ます。 Dell ULNM をホ ステ ィ ングする リ モー ト サー
バを監視し、 ローカルコ ンピ ュータ を静かにシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。 Dell ULNM イ ン ターフ ェー
スは、 Web ブラ ウザを使用し て、 リ モー ト ア ク セスでき ます。 当社の目的は、 Dell ULNM 電源保
護ソ フ ト ウ ェ アに仮想化をサポー ト する こ と です。

Xen 仮想化アーキテ クチャには以下が含まれます ：

• Citrix XenServer 5.6

• RHEL5 上の OpenSource Xen 2.6

• Debian 5.0 (Lenny) 上の OpenSource Xen 3.2

図 95 は Citrix Xen 用の 2 つの ソ リ ューシ ョ ン も表し ています :

• 最初の解決方法では、 Citrix Xen を静かにシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。 Dell ULNM を各 Citrix Xen シ
ステムにイ ン ス ト ールし ますが、 XenCenter 管理ソ フ ト ウ ェアは不要です。

• 2 番目の解決方法は、 Xen server に対応し、 以下の機能があ り ます :

– Xen server の リ モー ト メ ンテナン スで VM XenMotion を起動し ます 

– Xen server リ モー ト シ ャ ッ ト ダウ ン ( Dell ULNM 付き )

– こ の解決方法は、 XenCenter で作動する最大イ ンフ ラに最適です。
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図 95.Citrix XenServer 用 Dell ULNM の解決方法
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 図 96 に記載の とお り 、 Dell ULNM は各 OpenSource Xen システムにイ ン ス ト ールされ、 各 Xen 
システムにイ ン ス ト ールし た Xen 仮想化環境を静かにシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。 この解決方法に
は、 XenCenter 管理ソ フ ト ウ ェ アは不要です。

図 96.OpenSource Xen 用 Dell ULNM の解決方法
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Citrix XenServer アーキテ クチャ
図 97 は、 Citrix XenServer アーキテ クチャの Dell ULNM 設定を表し ます。

図 97.Dell ULNM Citrix XenServer アーキテ クチャ用設定
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イ ンス ト ールの条件
 Dell ULNM の このイ ン ス ト ールおよび設定は、 以下の Xen 環境でテス ト 済みです :

• Citrix XenServer 5.6 x86 

Citrix XenServer 5.6 x86 マシンで Dell ULNM イ ン ス ト ールする条件は、 以下の とお り です :

• XenServer ホス ト には 5MB の空き容量が必要です。

• Dell ULNM XenServer 上のイ ン ス ト ールパッ ケージ

• XenServer および XenCenter は同じバージ ョ ンであ る必要があ り ます。 互換問題については、
XenServer イ ン ス ト ールガ イ ド を参照し て く だ さい。

• 仮想マシン (VM) を静かにシ ャ ッ ト ダウ ンでき る よ う に、 PV ツール (XenTools) を各 VM にイ ン
ス ト ールする必要があ り ます。

• リ ソースプールについては、 ス レ イブマシンをシ ャ ッ ト ダ ウ ンする場合、 マス タマシンは継続
し て機能し ます。 マス タマシンをシ ャ ッ ト ダ ウ ンする場合、 そのプールのすべてのゲス ト マシ
ンをシ ャ ッ ト ダウ ン し、 プールはマス タマシンを リ ブー ト する まで機能し ません。

注記 :  Dell ULNM イ ンス ト ールの条件は、 “ イ ンス ト ールの前提条件 ” ページ 14 に記載し ています。 “ 互換
性 ” ページ 10 も参照し て く だ さい。

Citrix XenServer 設定の条件

Citrix XenServer ホ ス ト に Dell ULNM を イ ン ス ト ールする前に、 以下の設定が必要です ：

• 仮想化のハー ド ウ ェ アサポー ト は、 ホ ス ト 上で有効にする こ と が必要です。 これは BIOS のオ
プシ ョ ンではあ り ません。 詳細は、 BIOS 説明書を参照し て く だ さい。

• 起動時に OS を自動ブー ト するには、 物理マシン も同様の設定が必要です。 この設定は BIOS に
はあ り ません。 詳細は、 各技術ハード ウ ェ ア説明書を参照し て く ださ い。

• VM が XenServer で適切に機能でき る よ う に、 PV ツール (XenTools) を各 VM にイ ン ス ト ールす
る こ と をお勧めし ます。 詳細は、 適切な XenServer イ ン ス ト ールガイ ド を参照し て く ださ い。

• ホ ス ト ブー ト 後のゲス ト マシンのオプシ ョ ン自動ス ター ト 。

XenCenter は、 XenServer . ホ ス ト と ゲス ト マシンをモニ タ リ ングおよび管理する管理コ ン ソー
ルです。 すべての VM が自動起動する よ う に、 XenCenter のチェ ッ ク ボ ッ ク ス ( すべての VM
プロパテ ィ にあ る ) 「仮想マシンがシステム と と も に自動ス ター ト および停止でき る よ う にし
ます」 を選択し ます。
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図 98.Windows Server 2003 プロパテ ィ ページ

Dell ULNM イ ンス ト ールの条件

Dell ULNM イ ン ス ト ールの条件は、 “ イ ン ス ト ールの前提条件 ” ページ 14 に記載し ています。 “
互換性 ” ページ 10 も参照し て く だ さい。

Dell ULNM ネ ッ ト ワーク設定の条件

ハード ウエアエレ メ ン ト にはすべて、 互いに自由に通信でき る操作ネ ッ ト ワーク設定が必要で
す。

以下の TCP/UDP ポー ト が XenServer フ ァ イヤウ ォールで有効になっている こ と を確認し ます。

• tcp ポー ト  4679 および 4680 上の接続で、 Web ブラ ウザから監視および設定用の リ モー ト ア ク
セス を有効にする これらのポー ト は、 IANA (http://www.iana.org) に保存されています。

• TCP ポー ト  80 経由の接続  Dell ULNM をホ ステ ィ ングするマシン上の宛先ポー ト （出力用） と
し て開 く 必要があ り ます。
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以下は Dell ULNM および Dell ネ ッ ト ワーク管理カード の間の通信を有効にする設定 1 用のコマ
ン ド ラ イ ン TCP/UPD です ：

iptables -I OUTPUT -p tcp --dport   80 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 4680 -j ACCEPT 

service iptables 保存

以下は、 Dell ULNM および Dell UPS ネ ッ ト ワーク管理カード の間の通信を有効にする設定 2 用の
コマン ド ラ イ ン TCP/UPD です ：

iptables -I OUTPUT -p tcp --dport   80 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 2844 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 2845 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2844 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2845 -j ACCEPT 

service iptables 保存 

iptables-save

Dell ULNM イ ンス ト ール (Citrix Xen)
Citrix Xen 上の Dell ULNM を Dell ULNM にイ ン ス ト ールするには :

1 Linux 用の Dell ULNM の最新バージ ョ ンを http://www.dellups.com/ から ダウ ン ロード し ます。

注記 : Dell ULNM リ リース 2 の登場によ り、 別に Xen シャ ッ ト ダウンスク リ プ ト をダウンロー ド する必要が
な く な り ます。 Xen シャ ッ ト ダウン機能は現在、 標準 Dell ULNM リ リース 2 シャ ッ ト ダウンスク リ プ
ト に統合されています。

2  ネ ッ ト ワーク ソ リ ューシ ョ ンを選択し ます。

3 オペレーテ ィ ングシステム と し て Linux を選択し ます。

4  Dell UPS Local Node Manager リ リ ース 2、rpm Software Installer x86 ulnm-linux-x_xx_xxx-i386.rpm
をダウ ン ロー ド し ます。

5 パッ ケージを Xen 環境にア ッ プロー ド し ます。
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6 以下のコマン ド で、 XenServer に Dell UPS Local Node Manager rpm パッ ケージを イ ン ス ト ールし
ます :

• rpm -i ulnm-linux-x_xx_xxx-i386.rpm

サイ レン ト イ ンス ト ール

1 サイ レ ン ト  Dell ULNM イ ン ス ト ールプロセスについては “ サイ レ ン ト イ ン ス ト ール ” ペー
ジ 26 を参照し て く だ さい。

2 完了し た ら、 以下の う ち 1 つを入力し、 Web ブラ ウザから Dell ULNM に接続し ます :

• HTTP ア ク セスについては :http://<@IP-or-name-of-XenServer>:4679 

• HTTPS ア ク セスについては : https://<@ IP-or-name-of- XenServer>:4680

3  Dell ULNM イ ン ターフ ェースが表示されます。

参照

• http://www.xen.org/files/Marketing/WhatisXen.pdf

• http://www.howtoforge.com/virtualization-with-xenserver-5.5.0

• http://docs.vmd.citrix.com/XenServer/4.0,1/reference/ch05s04.html
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RHEL 5 および Debian 5.0 (Lenny) アーキテ クチャ
図 99 は、 RHEL 5 および Debian 5.0 アーキテ クチャの Dell ULNM 設定を表し ます。

図 99.Dell ULNM RHEL 5 および Debian 5.0 アーキテ クチャ用設定
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イ ンス ト ールの条件
Dell ULNM の このイ ン ス ト ールおよび設定は、 以下の Xen 環境でテス ト 済みです :

• Red Hat 5 x86_64 

• Debian 5.0 (Lenny) x86_64

RHEL 5/Debian 5.0 (Lenny) で Xen を有効にし て Dell ULNM を イ ン ス ト ールする条件は以下の とお
り です :

• Xen Hypervisor (RHEL/Debian 上で ) には 5MB の空き容量が必要です。

• RHEL/Debian 上の Dell ULNM パ ッ ケージ

• ゲス ト VM を静かにシ ャ ッ ト ダウ ンするには、GPL PV ド ラ イバを各 VM にイ ン ス ト ールする必
要があ り ます。

• RS-232 経由で接続し た UPS は、 RHEL5 ではサポー ト し ていません。

RHEL 5 および Debian 5.0 (Xen Domain0) 設定の条件

Xen Domain0 が有効な RHEL/Debian (Lenny) 上に Dell ULNM を イ ン ス ト ールする前に、 以下の設
定が必要です ：

• 仮想化のハー ド ウ ェ アサポー ト は、 ホ ス ト 上で有効にする こ と が必要です。 これは BIOS のオ
プシ ョ ンではあ り ません。 お使いの BIOS で仮想化サポー ト を無効にする こ と が可能です。 詳
細は、 BIOS 説明書を参照し て く ださ い。

• 起動時に OS を自動ブー ト するには、 物理マシン も同様の設定が必要です。 この設定は BIOS に
はあ り ません。 詳細は、 各技術ハード ウ ェ ア説明書を参照し て く ださ い。

• Windows VM , が適切に機能でき るには、GPL Para 仮想化 (PV) ド ラ イバを各 Windows VM にイ ン
ス ト ールする こ と をお勧めし ます。

Dell ULNM イ ンス ト ールの条件

 Dell ULNM イ ン ス ト ールの条件は、 “ イ ン ス ト ールの前提条件 ” ページ 14 に記載し ています。 “
互換性 ” ページ 10 も参照し て く だ さい。

Dell ULNM ネ ッ ト ワーク設定の条件

ハード ウエアエレ メ ン ト にはすべて、 互いに自由に通信でき る操作ネ ッ ト ワーク設定が必要で
す。

以下の TCP/UDP ポー ト が XenSever/Xen hypervisor フ ァ イヤウ ォールで有効になっている こ と を
確認し ます ：

• tcp ポー ト  4679 および 4680 上の接続で、 Web ブラ ウザから監視および設定用の リ モー ト ア ク
セス を有効にする これらのポー ト は、 IANA (http://www.iana.org) に保存されています。

• TCP ポー ト  80 経由の接続  Dell ULNM をホ ステ ィ ングするマシン上の宛先ポー ト （出力用） と
し て開 く 必要があ り ます。
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以下は、 Dell ULNM および Dell UPS ネ ッ ト ワーク管理カード の間の通信を有効にする設定 1 用の
コマン ド ラ イ ン TCP/UPD です ：

iptables -I OUTPUT -p tcp --dport   80 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 4680 -j ACCEPT 

service iptables 保存

以下は、 Dell ULNM および Dell UPS ネ ッ ト ワーク管理カード の間の通信を有効にする設定 2 用の
コマン ド ラ イ ン TCP/UPD です ：

iptables -I OUTPUT -p tcp --dport   80 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 2844 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 2845 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2844 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2845 -j ACCEPT 

service iptables 保存 

iptables-save

Dell ULNM イ ンス ト ール (RHEL 5 および Debian 5.0)
Linux 用 Dell ULNM の最新バージ ョ ンを http://www.dellups.com/ から ダウ ン ロード し、 イ ン ス
ト ール説明書を参照し て く だ さい。

サイ レン ト イ ンス ト ール

サイ レ ン ト  Dell ULNM イ ン ス ト ールプロセスについては “ サイ レ ン ト イ ン ス ト ール ” ページ 26
を参照し て く だ さい。
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参照

• http://www.xen.org/files/Marketing/WhatisXen.pdf

• http://www.howtoforge.com/virtualization-with-xenserver-5.5.0

• http://docs.vmd.citrix.com/XenServer/4.0,1/reference/ch05s04.html
Xen 仮想化アーキテ クチャ付き ULNM 138
  



10
KVM 仮想化アーキテ クチャ付き ULNM
 Dell UPS Local Node Manager (ULNM) は、 カード またはプロ キシ経由で、 ネ ッ ト ワーク で接続さ
れた Dell UPS および PDU を発見し て監視し ます。 Dell ULNM をホ ステ ィ ングする リ モー ト サー
バを監視し、 ローカルコ ンピ ュータ を静かにシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。 Dell ULNM イ ン ターフ ェー
スは、 Web ブラ ウザを使用し て、 リ モー ト ア ク セスでき ます。 当社の目的は、 Dell ULNM 電源保
護ソ フ ト ウ ェ アに仮想化をサポー ト する こ と です。

KVM 仮想化アーキテ クチャには以下が含まれます ：

• RHEL 6 上の KVM 0.12.1.2

• Debian 5.0 (Lenny) 上の KVM 0.12.1.2

 図 100 に記載の とお り 、 Dell ULNM は、 各 KVM システム上にイ ン ス ト ールされ、 Red Hat KVM 
およびオープン ソース KVM を静かにシ ャ ッ ト ダウ ンする ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。

図 101 は、 RHEL 6 および Debian 5.0 上の KVM アーキテ クチャの Dell ULNM 設定を表し ます。
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図 100.Red Hat KVM またはオープン ソース KVM 用 Dell ULNM ソ リ ューシ ョ ン
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図 101.Dell ULNM RHEL 6 および Debian 5.0 上の KVM アーキテ クチャ用設定
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イ ンス ト ールの条件
RHEL 6 および Debian 5.0 (Lenny) 上の付き KVM Dell ULNM の設定およびイ ン ス ト ールは、 以下
の KVM 環境でテス ト 済みです。

• RHEL 6 x86_64 (Red Hat Enterprise Linux v6)

• Debian 5.0 (Lenny) x86_64

• kernel バージ ョ ン 2.6.32-71.18.1.el6.x86_64

• qemu-kvm バージ ョ ン 0.12.1.2-2.113.el6_0,6.x86_64

• libvirt バージ ョ ン 0.8.1-27.el.x86_64

• virt-manager バージ ョ ン 0.8.4-8.el6.noarch

RHEL6 /Debian 5.0 (Lenny) 上で有効な KVM で Dell ULNM を イ ン ス ト ールする条件は ：

• 最小の空き容量 5MB の KVM hypervisor (RHEL/Debian 上 )

• Dell ULNM RHEL/Debian 上のイ ン ス ト ールパッ ケージ

• RHEL/Debian 上の Libvirt パッ ケージ

KVM 設定の条件

KVM が有効な RHEL/Debian 5.0 (Lenny) 上に Dell ULNM を イ ン ス ト ールする前に、 以下の設定が
必要です ：

• 仮想化のハー ド ウ ェ アサポー ト は、 ホ ス ト 上で有効にする こ と が必要です。 これは BIOS のオ
プシ ョ ンではあ り ません。 お使いの BIOS で仮想化サポー ト を無効にする こ と が可能です。 詳
細は、 BIOS 説明書を参照し て く ださ い。

• 起動時に OS を自動ブー ト するには、 物理マシン も同様の設定が必要です。 この設定は BIOS に
はあ り ません。 詳細は、 各技術ハード ウ ェ ア説明書を参照し て く ださ い。

• Virtio 疑似仮想化 ド ラ イバを イ ン ス ト ールし て、 パフ ォーマン ス を改善する こ と ができ ます
（また当社ソ リ ューシ ョ ン と 適合し ます） が、 オプシ ョ ンです。

• ホ ス ト ブー ト 後のゲス ト マシンのオプシ ョ ン自動ス ター ト

仮想マシンモニ タ (VMM) は、 ゲス ト マシンをモニ タ リ ングおよび管理する管理コ ン ソールで
す。 すべての仮想マシン (VM) を自動ス ター ト させるには、 図 102 に記載の 「自動ス ター ト
VM」 チェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択し ます。 すべての VM の VMM ([ ハー ド ウ ェ ア ] > [ ブー ト ] オ
プシ ョ ン ) にあ り ます。
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図 102.RHEL 4 仮想マシンモニ タ

Dell ULNM イ ンス ト ールの条件

Dell ULNM イ ン ス ト ールの条件は、 “ イ ン ス ト ールの前提条件 ” ページ 14 に記載し ています。
“ 互換性 ” ページ 10 も参照し て く だ さい。

Dell ULNM ネ ッ ト ワーク設定の条件

ハード ウエアエレ メ ン ト にはすべて、 互いに自由に通信でき る操作ネ ッ ト ワーク設定が必要で
す。

以下の TCP/UDP ポー ト が KVM hypervisor フ ァ イヤウ ォールで有効になっている こ と を確認し ま
す。

• tcp ポー ト  4679 および 4680 上の接続で、 Web ブラ ウザから監視および設定用の リ モー ト ア ク
セス を有効にする これらのポー ト は、 IANA (http://www.iana.org) に保存されています。

• TCP ポー ト  80 経由の接続  Dell ULNM をホ ステ ィ ングするマシン上の宛先ポー ト （出力用） と
し て開 く 必要があ り ます。
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以下は Dell ULNM および Dell ネ ッ ト ワーク管理カード の間の通信を有効にする設定 1 用のコマ
ン ド ラ イ ン TCP/UPD です ：

iptables -I OUTPUT -p tcp --dport   80 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 4680 -j ACCEPT 

service iptables 保存

以下は、 Dell ULNM および Dell UPS ネ ッ ト ワーク管理カード の間の通信を有効にする設定 2 用の
コマン ド ラ イ ン TCP/UPD です ：

iptables -I OUTPUT -p tcp --dport   80 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4679 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p tcp --dport 4680 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 2844 -j ACCEPT 

iptables -I INPUT  -p udp --dport 2845 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2844 -j ACCEPT 

iptables -I OUTPUT -p udp --dport 2845 -j ACCEPT 

service iptables 保存 

iptables-save

Dell ULNM イ ンス ト ール (RHEL 6 および Debian 5.0 上で有効
な KVM)
RHEL 6 およぼ Debian 5.0 上で有効な KVM に Dell ULNM を イ ン ス ト ールする :

1 Linux 用の Dell ULNM の最新バージ ョ ンを http://www.dellups.com/ から ダウ ン ロード し ます。

注記 : Dell ULNM リ リース 2 の登場によ り、 別に KVM シャ ッ ト ダウンスク リ プ ト をダウンロー ド する必要
がな く な り ます。 KVM シャ ッ ト ダウン機能は現在、 標準 Dell ULNM リ リース 2 シャ ッ ト ダウンスク リ
プ ト に統合されています。

2  ネ ッ ト ワーク ソ リ ューシ ョ ンを選択し ます。

3 オペレーテ ィ ングシステム と し て Linux - Xen - KVM を選択し ます。

• RHEL6 x86_64 について : Dell UPS Local Node Manager リ リ ース 2、 rpm Software Installer 
x86_64 を Red Hat 用 (ulnm-linux-x_xx_xxx-x86_64.rpm) にダウ ン ロード し ます。
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• Debian 5.0 (Lenny) について : Dell UPS Local Node Manager リ リ ース 2、deb Software Installer 
x86_64 を Debian 用 (ulnm-linux-x_xx_xxx-x86_64.deb) にダウ ン ロード し ます。

4 パッ ケージを KVM 環境にア ッ プロード し ます。

5  Dell ULNM パッ ケージを イ ン ス ト ールし ます :

• RHEL6 x86_64 について : rpm -i ulnm-linux-x_xx_xxx-x86_64.rpm

• Debian 5,0 (Lenny) について : dpkg -i ulnm-linux-x_xx_xxx-x86_64.deb

サイ レン ト イ ンス ト ール

サイ レ ン ト  Dell ULNM イ ン ス ト ールプロセスについては “ サイ レ ン ト イ ン ス ト ール ” ページ 145
を参照し て く だ さい。

1 完了し た ら、 以下の う ち 1 つを入力し、 Web ブラ ウザから Dell ULNM に接続し ます :

• HTTP ア ク セスについては : http://<@IP-or-name-of-RHEL/Debian>:4679 

• HTTPS ア ク セスについては : https://<@ IP-or-name-of- RHEL/Debian>:4680

2  Dell ULNM イ ン ターフ ェースが表示されます。

参照

• http://www.linux-kvm.org

• http://www.tuxradar.com/content/howto-linux-and-windows-virtualization-kvm-and-qemu

• http://www.redhat.com/f/pdf/rhev/DOC-KVM.pdf
KVM 仮想化アーキテ クチャ付き ULNM 145
  



11
ト ラ ブルシューテ ィ ング

本章では、 Dell UPS Local Node Manager (ULNM) の ト ラブルシ ューテ ィ ングについて説明し ます。

メ ッ セージまたは問題と問題解決

HTML ページ

UPS プロパテ ィ ページを表示できません。 IE に HTTP 404 エ ラー  

解決方法 :

• 入力し た URL を確認し て く ださ い。

https://<Dell ULNM をホ ステ ィ ング し ている コ ンピ ュータ名または IP ア ド レ ス >:4680/

または 

http://<Dell ULNM をホ ステ ィ ング し ている コ ン ピ ュータ名または IP ア ド レ ス >:4679/

Ubuntu のソ フ ト ウ ェ アセン ター

「パッ ケージの品質がよ く あ り ません」 

解決方法 :

• これは Ubuntu ソ フ ト ウ ェ アセン ター別の既知問題です。[ 無視し て イ ン ス ト ールする ] ボ タ ンを
ク リ ッ ク し ます。

Linux グラ フ ィ ッ クシステムの統合

Linux、 Debian、 および Ubuntu、 Gnome 付き : 「開いている」 シ ョ ー ト カ ッ ト があ り ません。

解決方法 :

• 次に Gnome を起動し た ら、 メ ニューシ ョ ー ト カ ッ ト が表示されます。

その間、 Web ブ ラ ウザを開き、 以下の URL を入力し ます ：
http://localhost:4679/

Linux OpenSUSE 11、 KDE 付き : 「開いている」 シ ョ ー ト カ ッ ト が見えません。

解決方法 :

• ULNM ア イ コ ンを探すには、 アプ リ ケーシ ョ ン メ ニューの検索機能を使用し ます。 次に、 お気
に入 り ] セ ク シ ョ ンで Dell ULNM ア イ コ ンを探し ます。
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Linux Red Hat、 OpenSUSE および Mandriva: 通知アイ コ ン ( システム ト レ イアイ コ ン ) はイ ンス
ト ールまたはア ッ プグレー ド のと きに起動し ません。

解決方法 :

• 端末から、 または起動機能を使用し て標準ユーザーと し て、 以下のコマン ド を起動し ます。

$ /usr/local/Dell/UPSLocalNodeManager/mc2 -systray

注記 : 端末から このコマン ド を起動する場合、 プロセスを切り離すために、 コマン ド ラ イ ンにアンパサ
ン ド （&） を加えます。

• グ ラ フ ィ ッ ク セ ッ シ ョ ンを閉じ、 新しいセ ッ シ ョ ンにロ グ イ ン し ます。 新しいグ ラ フ ィ ッ ク
セ ッ シ ョ ン と あわせて、 通知ア イ コ ンが自動起動し ます。

Linux ユーテ ィ リ テ ィ デスク ト ッ プ : 「開いている」 シ ョ ー ト カ ッ ト があ り ません。

解決方法 :

• 端末を開き、 以下のラ イ ンを入力し ます :

> sudo xdg-desktop-menu install --novendor 
/usr/local/Dell/UPSLocalNodeManager/desktop/Dell.directory 
/usr/local/Dell/UPSLocalNodeManager/desktop/ULNM.directory 
/usr/local/Dell/UPSLocalNodeManager/desktop/Open.desktop

• ユーテ ィ リ テ ィ メ ニューの検索ボ ッ ク スに [ 開 く ] を入力し て、[ 開いている ] シ ョ ー ト カ ッ ト を
確認し ます。

• Web ブラ ンザを開き、 以下の URL を入力し ます :

http://localhost:4679/

Linux ネ ッ ト ワークシステムの統合

ネ ッ ト ワーク プロキシが検出されませんで し た

注記 : イ ンス ト ール中に、 お使いのネ ッ ト ワーク プロキシが検出されない場合、 自動ア ッ プデー ト およ
び他のイ ン ターネ ッ ト リ ソースに Dell ULNM からアクセスする こ とはできません。 これは、
/usr/local/Dell/UPSLocalNodeManager/configs/ に “proxy.cfg” がないこ と で検査できます。

解決方法 :

• 以下のコ ンテンツで、 /usr/local/Dell/UPSLocalNodeManager/configs/ に、 “proxy.cfg” と い う 名
前のフ ァ イルを作成し ます :

{

  'proxyHost': "your.proxy.address.com",

  'proxyPort': "proxy_port"

}
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例 :

{

  'proxyHost': "proxy.domain.com",

  'proxyPort': "8080"

}

次に、 Dell ULNM を再起動し て、 設定を リ ロード し ます。

Dell ULNM Linux には、 20 分後、 ネ ッ ト ワーク 「通信が失われま し た」 アラームが表示されます。

解決方法 :

• 次回 リ リ ースで改善

Linux でシャ ッ ト ダウン コ ン ト ローラーを有効にする場合

シ ャ ッ ト ダウン コ ン ト ローラーオプシ ョ ンモジュールを有効にする と、 Dell ULNM サービスの初
期化で問題が発生し ます。

解決方法 :

• 「シ ャ ッ ト ダウ ン コ ン ト ローラー」 モジ ュールが有効になっている場合、 Dell ULNM ダエモンを
再起動する こ と で、 問題は簡単に解決でき ます。 こ の機能を無効にする場合は、 Dell ULNM
デーモンを再起動にする必要はあ り ません。

Windows x64 ビ ッ ト  OS でのイベン ト と アクシ ョ ン

Dell ULNM コ ンテ クス ト から シ ャ ッ ト ダウン コ マン ド を呼び出す場合、 指定パスが明らかに
C:\Windows\System32\shutdown.exe の場合でも、 システムは、 C:\Windows\SysWOW64 で検索で
きないため、 見つける こ とはできません。

注記 : これは、 Windows x64 OS バージ ョ ン ( 例 . XP x64 および 2003 x64). のい く つかに発生する問題で
す。 例えば、 この問題は、 Windows 7 x64 では発生し ません。

解決方法 :

• C:\Windows\System32\ フ ォルダか ら “shutdown.exe” を探し出し、 例えば、 D:\ULNM\ にコ ピー
し ます。 次に、 “shutdown.bat” を明確に、 D:\ULNM\shutdown.exe を呼ぶよ う に修正し ます。

Windows Vista 休止シーケンス

Dell ULNM は、 初期設定ではオペレーテ ィ ングシステム 「休止」 で稼働し ます。 Windows Vista の
「休止」 オプシ ョ ンは、 デ ィ スク ク リーンア ッ プ後は使用できない場合があ り ます。 この場合、
Windows Vista 「休止」 は失敗し ます。
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解決方法 :

•  Dell ULNM シ ャ ッ ト ダウ ン設定を 「休止」 から 「シ ャ ッ ト ダウ ン」 に変更し ます。

• 管理者アカ ウ ン ト のコマン ド “Powercfg -h on” を実行し、 Windows Vista 「休止」 オプシ ョ ンを
復元し ます。

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;EN-US;928897#LetMeFixItMyself

シャ ッ ト ダウンシーケンス

シ リ アル RS-232 で接続し た場合、 Pulsar UPS. が想定どお り に、 シ ャ ッ ト ダウン し ないこ とがり
ます。 この場合、 UPS は、 Dell ULNM の 「シ ャ ッ ト ダウン期間」 パラ メ ータ を考慮し ません。

解決方法 :

• USB 接続を使用し ます。 次の Dell ULNM バージ ョ ンでは、 RS-232 にあ る こ の問題を修正し ま
す。
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